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　ほっそりとした金髪碧眼の美女──レティシア・グレンは悲痛な面持ちで、石造りの神殿の奥で項垂れていた。身にまとうのは、飾りひとつない生成りの貫頭衣だけ。両手を組み合わせているのは、祈りの最中だったからだろう。

　彼女がここで過ごせるのは、あと僅か。なぜなら、三日後に古代の祭祀場で行われる建国祭の秘儀で、命を奪われることになっているからだ。

　そんな状況にあっても、彼女の瞳は絶望とは程遠い強い光を宿している。その視線の先……眩いステンドグラスの手前にあるのは、創造主を模した彫刻だ。

（正直、こんなことは飽きたわ）

　神の御前なのに、そんな不遜なことを思ってしまう。

　それも仕方がないと言えば、仕方がない。殉死するまでの一週間、禊をして聖別された粗末な食事を口に運び、後は延々と祈りを捧げるだけ。

　こんなことを繰り返していたら、本人ばかりではなく、祈りを捧げる相手だって飽きるに違いない。

　周囲に見張りの女官がいないことを確認してから、レティシアは愚痴を口にした。

「神様……なぜ、わたくしは聖女になれなかったのでしょうか……」

　そう呟いて、レティシアは自分がここにいる理由をしんみりと思い返した。

　彼女の実家であるグレン家は、ペルゴルド帝国の歴史の中で何人もの聖女を輩出してきた、由緒正しき家柄である。そのため、一人娘であるレティシアも神殿の一角にある聖女養成学校に入学し、十歳から八年間を過ごした。

　ところが、レティシアには才能がなかった。成人するまでの期間に異能が発揮されず、成人になった二年前に退学になってしまった。

　実家に戻ろうとしたものの、両親は聖女になりそこねた娘を『恥さらし』と罵って勘当する。結局、故郷に戻る旅費さえも工面できず、彼女は教皇庁付きの女官になった。

　それから二年は、屈辱の連続……目標としてきた聖女という輝かしい存在とは真逆の下働きとしてこき使われ、神殿の掃除や洗濯などの雑事をこなしてきた。

　将来、教皇猊下と同等の存在になるかもしれない聖女候補生と、実家の後ろ盾さえ失った女官では、周りの見方も違ってくる。

　この上なく美しく育った娘は、男たちの格好の標的だ。聖職者だというのにちょっかいをかけようとする不届き者もいた。

　しかし、危ないところをいつも女官長が助けてくれて、レティシアはいまだに純潔を守っている。

「あなたには、清らかな体でいてもらわないと困るわ！」

　そう言った女官長に首を傾げたものの、彼女の言葉の意味は後日知ることになる。

　──すなわち、この神殿では成人した処女が必要だったのだ。

　ペルゴルド帝国の建国の歴史において、初代皇帝が未婚の実の娘を神に生贄に捧げたのは有名な話。そのため、神殿に仕える女官たちの中で最も年上の処女を生贄にすることを、秘密裏に現教皇が求めていたらしい。

　神殿は聖なる場所であることから、純潔であることが女官になるうえでの必須条件である。

　しかし、年若い女官たちはほとんどが教皇庁に勤める者の血縁者だが、中には下級貴族や裕福な平民の家柄の娘もいる。

　彼女たちはレティシアのように生活のためではなく、行儀見習いの一環として神殿にあがり、成人する前までに実家が縁談を持ってきて、婚約や結婚を機に神殿を離れる。そんな大事な娘を生贄にするなんて、後ろ盾がある女官たちの親族としては許しがたいはず。

　実際、女官長もそのような声を聞いて、実家と縁が切れているレティシアを万が一の時の駒として取っておきたかったのだろう。

（ひどすぎる……、好きで落ちこぼれだったわけでも、好きで家族に縁を切られたわけでもないのに！）

　どう考えても、レティシアは被害者だ。

　ただ、自分で手に入れるべき異能もなく、実家という強力な後ろ盾もない状況では、神殿では赤子以上に無力な存在だと認めないわけにはいかない。

　そもそも、宗教なんて正論が通じる世界ではない。神の代理人たる教皇を頂点とする階層社会であり、教皇が道理に反することをしても誰もそれを止められない……それこそ、神の裁きが下らない限りは。

　そんな階層社会の一番下にいるレティシアがどう足掻いても、自分に下される運命から逃れることはできないはずだ。

（せめて、純潔じゃなければ、生贄にならなかったのに……）

　自分が選ばれた条件を考えると、ため息が漏れてしまう。

　それこそ、これまで彼女に手出しをしようとした神官の誰かの誘惑に負けてしまってもよかったのでは……そう思えてきた。

　わざわざ神に聞こえるように、その願いを口に出してみた。

「……聖女じゃなくても構いません。せめて、わたくしが処女じゃなければよかったのです」

　そして、神を模した像を見上げる。

　当然ながら、何も返事はない。静謐な空間の中には物音ひとつなく、窓の外の木々のざわめきしか聞こえない。

「……神様、わたくしはまだ死にたくありません。生きるためなら、何でもいたします……どうか、ご慈悲を与えてくださいませ……！」

　下に敷かれた赤絨毯に頭を擦りつけ、絶望感からこれまでになく真剣に神に祈った。

　心のどこかで、わかっていた──神の慈悲なんてどこにもないことは。しかし、与えられた運命に何も抗議することなく、むざむざと殺されるなんて真っ平だ。

　助けてくれるなら、神以外の存在でも構わない。もし、ここに悪魔が現れたとしたら、神を捨てても悪魔に縋りつくだろう。

「神様……どうぞ、お願いいたします……！」

　何度も何度も、繰り返される祈り。

　──それらの願い事のすべてが、神ではない何者かの耳に入ったとは、この時のレティシアが知る由もなかった。







１．生贄になるはずが皇帝の愛人ですか!?








　そんな日々に異変が起きたのは、祭祀の前夜のこと。

　日課である禊と祈りを終えると、ほんの少しばかり贅沢な食事が差し入れられた。

　きっと神殿からの最期の贈り物だったのだろう……食欲は湧かなかったが、残すのも癪に障るからぜんぶ平らげた。

　お腹がいっぱいになって粗末な寝台に横たわっても、眠りはなかなか訪れない。

　外界に比べて、神殿の時間が早いのもあるが、明日には火にくべられて塵となる身だと思うとおのずと目が冴えてきてしまう。

　そんな悲壮感漂う彼女のもとに、夜遅くになって客人があった。

「はい……どなたでしょう？」

　恐る恐る扉を開けると、そこには女官長の姿があった。

「こんな時間に、どうされたのですか？　祭祀は明日のはずでは……」

　ぐっすり寝られるように、と夕食に葡萄酒を添えてくれたのは、他でもない彼女だったはずなのに。

　戸惑うレティシアに、女官長は声を潜めた。

「こんなこと、私もやりたくないんだけど……どうしても、今日のうちにあんたに会いたいって人がいるんだよ」

　それを聞いて、レティシアは首を傾げた。

　実家には、神殿から連絡がいっている。しかし、それに対して何の苦情も音沙汰もなかった。

（今更、誰が私に……？）

　不安そうな表情をしている彼女に、女官長は言った。

「よくわからないけど、皇宮の使者の方がいらして……」

「……えっ、皇宮って……？　なぜ……」

「それは、行ってから自分で聞いてみなよ。たんまり献金をいただいたら、あたしとしても、ここで断るわけにはいかないんだよ……本当はこういうことは、よくないんだけどねぇ」

　神殿という聖なる場所でも、献金という名の賄賂が横行している。

　おそらく、女官長もそれなりの金額を積まれて、レティシアと見知らぬ誰かとの面会を黙認したのだろう。

（……皇宮の誰が、私なんかに……？　どんな生贄が捧げられるのか、事前に見てやろうとでもいうのかしら？）

　もしそうだとしたら、それは悪趣味すぎる理由だ。

　レティシアの困惑を他所に、女官長はその手に神官が着るフード付きのローブを用意していた。

「早く行っておいで。くれぐれも、失礼のないように……そして、明日までにはきちんと戻ってくるんだよ！」

　それが、女官長の指令であれば行かないわけにはいかない。

　顔が見えないようにフードを目深に被ると、レティシアは控えていた騎士に付き従って神殿を後にした。







　ペルゴルド帝国の皇宮は、教皇庁管轄の神殿と隣り合う場所にある。

　この十年、ペルゴルド帝国は後継者争いの混沌とした状況にあったことは、レティシアもよく知っている。

　先代皇帝が後継者としていたのは第一皇子だったが、流行り病にかかり亡くなった。第二皇子は庶子ゆえに、第三皇子が皇太子となり、皇位継承権第一位に繰り上がる。

　しかし、隣国との戦争で武勲をあげ、領地を広げて凱旋帰国した第二皇子を推す一派が思いのほか強力になった。

　第二皇子は気性が荒く、自分に歯向かう貴族たちを暗殺することも厭わない。命を狙われる危機感から、気が弱い第三皇子は皇太子の地位を自ら返上し、臣下になって辺境の領主となっている。

　結局、後継者争いで勝ち残ったのは第二皇子であり、先代皇帝が高齢を理由に退位した二年前、第二皇子が皇帝の地位に就いている。

　戦争英雄であると同時に暴君としても有名な皇帝だが、一方で見目麗しい男だとの評判もある。戴冠式を垣間見て彼の美貌を知った女官たちは、皇宮とのやり取りを我先に、と買って出るほどらしい。

　皇帝の英雄譚は、一番仲がいい女官からもたらされるものだ。常に聞き役に徹しているレティシアには、皇帝や皇室のことなど夢物語でしかなかった。

　必要以上に興味を持たないレティシアと違って、多くの女官たちにとって皇帝は極上の男である。

　高位貴族や他国の王族でなければ、皇后の位に就くことは難しいが、側室になることくらいはできるかもしれない……そんな大それた野望を彼女たちは抱いているのだろう。

（ここが、噂の皇帝陛下が住むお城なのね……）

　他人事のように、レティシアは騎士に従って宮殿の中に入った。

　ほとんどの灯りが消された廊下には、見回りの衛兵が立てる靴音以外は物音がしない。

　騎士が持つ燭台を頼りにしながら歩を進めた先には、大きな扉がある。その中に通されると、廊下の暗がりとは真逆で昼間のように明るい光がレティシアを迎えた。

　これまで生活してきた場所は宗教施設のせいか、夜になると真っ暗だったのに、貴族や皇族が住まう場所には昼も夜も関係ないらしい。

　眩く豪奢な部屋の中で目についたのは、水晶がきらめくシャンデリア、そして、素人目にも価値がわかる美術品や調度の数々。その奥には、レティシアが使っていた何倍も幅がある天蓋つきのベッドが鎮座している。

　思わず夢見心地になりながら、呆然と辺りを見渡した。

（ここにいる人は、きっと地位がある人なんだわ……）

　そして、ここが教皇庁の権限が及ばない場所であることに、今更ながらに気がついた。

　ペルゴルド帝国内では、宗教と政治を完全に分離している。

　それはすなわち、教皇庁の管轄内であればすべての権限は教皇に帰属するが、そこから一歩離れれば帝国の法律が適応される、ということだ。

（誰だかわからないけど、お願いする価値はあるかもしれない）

　それは、現実逃避ではない。強烈な生存本能だった。

　命あるものは皆生きる価値を持っているはず。誰からも愛されず、異能も皆無だが、レティシアだってこの二年で女官として働く最低限のスキルは身につけてきた。

　皇宮の下働きにでも雇ってもらえたら……いや、それが叶わなくても、せめて命だけでも救ってもらえたら、きっと何かの役に立つことはできる気がする。

　そもそも明日までの命だし、今夜が悪あがきする最後のチャンスだ。

　固く決心したレティシアの背後に、人の気配が近づいてくる。

「……お前か？　明日、生贄になる乙女というのは」

　振り向くと、そこ立っていたのは長身の男だ。

　黒髪は緩いウェーブがかかり、後ろでひとつに括っている。

　少し日焼けした健康的な肌色に、すっと高い鼻梁。目元は濃い睫毛に縁どられ、黒曜石のような深い色合いの双眸はどこまでも澄み切っていて、まるで射るようにじっと彼女を凝視している。

（うわぁ……すごく、綺麗な人……！）

　男性に対する賛辞としてはいささか奇妙だが、あまりの造形の美しさにレティシアは目を奪われていた。

　無言のまま目を丸くしている彼女に、男は眉を顰めた。

「まさか、口がきけぬわけではなかろう？」

　促すように問われ、レティシアは頭を下げた。

「あ……申し訳ございません！　わたくしは、レティシア・グレンと申します。神殿に仕える女官でございます」

「レティシアか。こちらに来て、顔を見せろ」

　そう呟いた男は、手にしていた酒杯をテーブルに置き、ソファーに腰かけた。

　長いガウンの胸元からは、ふてぶてしいほどの筋肉に覆われた胸板が覗く。長い足を組む仕種さえも、貴族らしい優美さを感じさせた。

　恐る恐る、レティシアは彼に近づいた。

　皇宮でここまで広い部屋を使える人物は、皇族ゆかりの高位貴族に違いない。

　そんな立場のある男性が、なぜ自分を呼び出したのか理解できなかった。わからないけれど……とにかく、己の命を永らえさせるほうが先である。

　必死の形相で、彼女は男の足元に跪いた。

「お優しい旦那様……！　お願いいたします、わたくしを雇ってくださいませ！　何でもいたしますので……」

「……雇う……？」

　絨毯に頭を擦りつける勢いの娘に、男は戸惑ったようだ。

「わたくしは出来損ないの女です。聖女候補として八年過ごしても何ひとつ能力が出ず、家族からも見捨てられ、女官として過ごしてきました。でも、わたくしは……生贄になるために、これまで生きてきたわけではありません……！」

　必死な面持ちのレティシアに、興味を持ったように男は頷いた。

　秀麗な面立ちはまるで彫刻のようだが、レティシアの身の上話に同情している様子も見受けられる。

「神殿の祭祀では、火を使うと聞いた。生きながら燃やされるのは、さぞかし苦痛であろうな」

「あぁ……っ、考えただけでも恐ろしい！　ただ、私は真面目に神殿で暮らしていただけなのに」

　凄惨な光景を想像して、思わず頭を抱えてしまう。

「生贄は処女が選ばれると聞くが、お前も男を知らないというのか？」

「はい……」

　レティシアは、恥ずかしそうに俯いた。

「神殿には男も仕えているだろう。教皇とて、清廉潔白とは言い難いのに」

「危ないところを助けられたことはございますが……」

「そうか。お前が処女でなくなれば、生贄としては使えない。だから、お前を利用したい者に、誰かに襲われそうなところを助けられた。そういうことだろう？」

「……あっ！」

　不意に顎を掬われて、上を向かされる。間近で見る彼は、まるで人間とは思えないほどの美しさだった。

（やっぱり、綺麗だわ。男の人にこんなこと思うのは失礼だけど……）

　自分の危うい立場を忘れて、レティシアはうっとりと彼に見惚れた。

　これまで生きてきた中で、若く見た目がいい神官がいなかったわけではない。遠目で見たことがある教皇ケドリックも、多くの女性の崇拝者がいる美形である。

　しかし、聖職者たちと目の前にいる男では、美しさの種類が違う気がした。

　黒髪と黒い瞳が遥か彼方の異国の血を思わせ、気高さと雄々しさを兼ね備えた不思議な色気があるのだ。

　そんな男に触れられ、顔を近づけられる。ただそれだけで、体中の血が沸騰したように熱くなってくる。

「……さっき、雇ってくれと言っていたな？　何でもするつもりだ、と」

「はい……！　明日、生贄にされないのであれば、何でもいたします！」

　縋りつくような表情に、男は目を眇めた。

「お前の命は、俺が守ってやろう。教皇の下らぬ野心のために命を落とすには、お前はまだ若い」

「あ……ありがとうございます！」

　これまでの憂いが一気に晴れて、レティシアは花が咲くような笑顔になる。

　それを見た男は、口角を吊り上げて不敵な笑みを浮かべた。

「その代わり、今夜から私の愛人になってもらおうか」

　愛人……その淫靡な言葉の響きに、頭が混乱してくる。

「まさか、今更いやだとは言わないよな？」

　首を傾げて問いかけられる。

　聞かれるまでもない。その申し出が何であれ、今ならすべて受け入れるだろう。

　彼が何者でも、どんなことをされても構わない。明日、我が身に起きるだろう悲劇に比べたら、遥かにまし──しぶとく、生き残らなくてはならない。

　悪魔のように強烈な視線に囚われて、レティシアは誘われるようにゆっくりと頷いていた。







　男に促されて寝台に腰かけると、彼の手が頬に触れる。

　何をされても、このまま神殿に戻るよりはいい。そう思ってはいても、未知の事柄への不安に、どうしても緊張してきてしまう。

「愛らしい瞳だ」

　そう囁きながら、男は耳朶を軽く噛んできた。

　その瞬間に、脳裏に走るのは甘い痺れ。心がくすぐったくなるような、おかしな感覚が襲ってくる。

「お前のような澄んだ色の瞳を、俺は見たことがない」

「ん……っ、旦那様……」

「優しくしてやろう。お前が、俺から一生離れられなくなるように……」

　髪を撫でられながら、額にされたキスは頬に、そして唇へと滑り落ちていく。

　甘美な感覚は、本能的な恐怖を別のものにすり替えていく……それは、自分の肉体が女に変化する予兆だろうか。

　これまでに感じたことがない陶酔を体中に感じながら、レティシアは目を閉じた。

「俺のことは、アレンと呼べ。旦那様だと興醒めしてしまう」

「アレン……」

　その名を口にしてみると、彼は微かに笑った。

「いい子だ。俺は、お前をレティと呼ぼう」

　耳に心地よい愛称は、大昔に家族に呼ばれていたものだ。

　不意に懐かしさが込み上げ、胸がギュッと締めつけられる。

　幼い頃は、何不自由ない生活を送っていた気がする。きっと、それはグレン家の将来を変えてくれる聖女だと思われていたからだ。

　しかし、家族の中で誰も、レティシアに肉親としての愛を向けなかった。養成学校を追い出されてから家に戻ることを許さなかったし、生贄になることだって止めてくれなかったのだ。

　圧倒的な権力が教皇庁にあるとしても、レティシアは家族に見殺しにされたのと変わりはない。

　微かな寂しさ──そこには、これからはひとりで生きねばならないという覚悟も混ざっている。アレンにされることもすべて、これから彼女が生きるために必要なことなのだ。

「何を、そんな悲しそうな顔をする？」

　優しく頬を撫でられ、レティシアはアレンを見上げた。

「お前の望みだったのではないか？　建国祭が終わっても、お前はこの宮殿で生きられると約束してやっただろう」

「アレン……」

「それとも、俺に抱かれるのが不本意なのか？」

　少し怒ったような表情をするアレンに、レティシアは咄嗟に首を横に振った。

　どんなことをされるのか……それは何の経験もない彼女には、想像さえできないことだった。それでも、以前、神官に襲われそうになったときに覚えた恐怖や嫌悪を、アレンにはまったく感じなかった。

　むしろ、アレンにはもっと触れてほしい。そう思ってしまうのは、なぜだろう。素性も知らない、今日初めて出会った相手なのに──。

「まぁ、いい。お前のような女をその気にさせるのも、醍醐味というものだ」

　レティシアの様子を窺い見るようにしていたアレンだが、彼女に拒絶する様子がないのを察すると、顔を近づけて唇を重ねてきた。

　濡れた舌が、レティシアの口腔を探り、ねっとりと絡みついてくる。

「……ふ、ぅ……ん……っ」

　知らないうちに、甘い吐息が漏れる。

　生まれて初めての口づけに、胸の鼓動が激しくなった。

　何度も繰り返し、濡れた舌を吸われ、体の奥深くに生まれるのは奇妙なざわめき──その得体が知れない情動が何なのか、初めて唇を奪われたばかりのレティシアには想像もつかなかった。

「……イヤじゃなさそうだな。うっとりしたような顔をしている」

　長すぎるキスに息を乱した彼女の様子を見て、アレンは満足そうに笑う。

　後頭部に添えられていた手が、細い肩を滑り、鎖骨へと降りていく。

　薄い生成りの布地の上から胸に触れられると、体がびくりと震えた。

　華奢な体躯と見合わない胸を鷲掴みにされ、緩やかに豊満な胸の先の尖りを刺激された。

「あ、ぁ……っ」

　彼に触れられることで訪れる快感に、レティシアは小さな声をあげる。

「下着をつけないのは、神様の趣味なのか？」

「……そんな……」

　揶揄してくる言葉にも、頬を染めてしまう。

　無論、女官として働いていたときは、きちんとした身なりをしていた。

　しかし、生贄に選ばれ、神殿の奥で過ごすようになってからは女官長が用意した長衣だけを着るよう指示されていた。

　そもそも、禊をする期間は人との接触を控えるし、一日に何度も沐浴をするのだ。下着など必要ないと思われていたのだろう。

　最終的には火にくべられるのだから、そのようなものは無駄なのかもしれない。

　言い澱むレティシアをさらに狼狽させるようなことを、アレンは言い出した。

「服の上からではお前の価値がわからないな。直に触ってやろう」

「……っ！」

　嫌がる間も与えられないうちに、体を覆う布地をずり上げられ、腕だけ拘束されているような形にされる。

「い、や……っ……」

　生まれたままの姿がすべて、彼の視線に晒される。

　神殿内で過ごしてきたせいで、透き通るように白くなった肌。全体的に折れそうに華奢なのに、意外に胸は豊かだ。抉れるように腰が括れているからか、清純な雰囲気の中に奇妙な色気を宿している。

　すらりと伸びた両脚は、淡い繁みを隠そうとするように、両膝をもじもじとすり合わせた。

　その何気ない恥じらいさえも、男の目には媚びるように映るだろう。

　眩しそうに露わになった裸体を眺めながら、アレンは感嘆する。

「美しいな……まるで、雪のような肌だ」

　褒められると、何だかくすぐったい気分になる。

　無論、恥ずかしさはある。なのに……こんな風に手枷を嵌められたような形にされ、裸体を晒しているのに恐怖を感じないのが不思議だった。

（……もしかして、感覚が麻痺しているのかしら……）

　生贄になる準備をしていたせいで、すでにおかしくなっているのかもしれない。

「ひゃ……」

　遮るものがない状態で、柔らかな膨らみを揉まれる。

「……あぁ……っ……！」

　彼の指の間で乳首が凝り、ジンとする痺れが襲う。

　直接に触れられていない部分まで悶えて、下肢が濡れるような恥ずかしい感覚が湧き起こる。

　レティシアの中で、得体の知れないものが目覚めていくかのようだ。

　下着を身につけていない部分がどうなっているのか、考えただけでも顔から火が出そうになる。

「もう感じているのか？　甘い匂いがするぞ」

　それを察したのか、アレンはからかうように尋ねてくる。

　羞恥心が煽られると、なおさらに感覚が敏感になってしまう気がした。

「あ、いや……」

　唇を肌に落とされ、白い肌が少しずつ紅く染まっていく。

　きつく閉じていた足に手がかかると、咄嗟に抵抗するように体を強張らせる。

「力を抜け。いきなり襲ったりはしない」

　それは、まるで宥めるような囁きだった。

（……言う通りにしないと、だめだよね）

　心の中で、自分の立場を振り返ってみる。

　さっき、アレンの愛人になると約束した。それは、レティシアの肉体のすべてを彼に曝け出すことを意味する。

　口約束であれ契約事なのだから、彼の言うことを聞かないと神殿に戻されるかもしれない。生贄に逆戻りするのは、いくら何でも勘弁してほしかった。

「は、い……」

　震えながら頷いて、諦めたように力を抜く。これから自分の身に起きることを考えるだけで、知らぬ間に胸の鼓動がうるさくなる。

「いい子だ」

　探るように内腿に触れられると、アレンは大胆にも彼女の両脚の間に体を入れ込んできた。

「すっかり濡れているじゃないか。ここには、全然触れていないのに」

　愉快そうに目を細めるアレンに指摘されて、レティシアは頬を赤く染めた。

　身動きできない状態だが、彼の視線から逃れたくて首を横に振って哀願する。

「あぁ……そんなに、見ないで……！」

「そう言われると、もっと見たくなってしまうな」

「……っ……」

　恥部を凝視されて、生まれたのは奇妙な昂ぶりだ。

　誰にも見せたことのない秘処を観察されるのは、清らかな乙女にとって何よりの屈辱のはず……ところが、レティシアの肉体は彼女の意思に反して、アレンに触れられることを心待ちにしていた。

「さて、無垢な花を堪能させてもらおうか」

　と、まるでその形を確認するかのように、濡れた陰花をそっと指先でなぞられる。

　指紋の凹凸までも感じそうなほど、レティシアは昂っていた。

「あ……、は、ぁ……っ……！」

　花びらを左右に割り、滴る蜜の源泉を探られると、堪え切れずに喘ぎが漏れる。

　嫌がっている素振りを見せないのをいいことに、アレンはさらに彼女の両脚を大きく開かせ、百合のような形をした花弁の奥を探っていく。

「どうした？　こんなに溢れさせて……」

「……あぁ、ん……っ！」

　粘膜をなぞるように、そっと触れられる。

　微かな違和感はあっても、予想していた痛みは感じない。むしろ、これまでの愛撫で肉体に溜まった熱が、煽られてしまっていた。

「これだけ濡れているんだから、指くらいは入るだろう」

　指先が処女孔をくすぐり、ぬめりの力を借りて中に潜り込んでいく。

　興奮に熱くなった粘膜は、ゆっくりと触れてくる彼の指先に歓喜するようにまとわりついた。

「はぁ……ん……、ん……っ……」

　きつい蜜口に潜り込んだ指が、ぐちゅぐちゅと淫らな水音をさせ、レティシアの濡れた襞を丹念にまさぐってくる。

　次第に、その下肢の疼きはそれ以上の刺激を求めるような焦燥感に変わっていく。

　聖女になるべく教育を受け、それが叶わなかった後も、神殿で禁欲的な生活をしていたレティシアである。

　生贄から逃れるため……ただ、そのための義務なのに、こんな風にとろけてしまうなんて、ひたすらに恐ろしかった。

　どんどんと理性が削がれていき、あっけなく快楽に溺れてしまいそうだ。

「まだ、きつすぎるな」

「……ん、っ……」

「じっくりほぐさないと、俺を受け入れられないだろう」

　小さく呟くと、アレンは指を内部に入れたままで膨らんだ花芯に顔を近づけた。

　舌先で官能に凝った真珠を刺激され、歯で柔らかく噛まれると、新たな官能が引きずり出されていく。

　二箇所を同時に刺激されるのは、ことのほか甘い苦悶だった。

「あ、はぁ……、は……ぅ……っ」

　絶え間なく、微かな呻きのような声が漏れ出る。

「痛くはないか？」

　その問いかけに、レティシアは黙って頷いた。

　すると、内襞をまさぐる指が二本に増やされた。

「んっ……ぁ、き、つい……っ」

　圧迫感に泣きごとを漏らすが、抜いてはもらえなかった。

　隘路が満たされる感覚はあっても、思っていたほどの強烈な痛みはない。

「もっと、素直に感じてみろ」

「……あ、ッ……」

　アレンの唇が胸の尖りを咥え、舌先でもてあそんでくる、

　どこまでも甘く疼くような感覚に襲われ、体の中にせり上がってくる快感に飲まれてしまいそうになる。

（……どうしよう……、気持ちいい……っ）

　彼が言った通りだった。何も考えずに体を委ねると、肉体が溶けていきそうに感じてしまう。

　指先の抽送も、粘膜を捏ね回される感触も、レティシアにさらなる喜悦をもたらしてきた。

「……ずいぶんと反応がいいみたいだな。お前を生贄にしそこねた神は、きっと俺に嫉妬しているだろう」

　情欲に満ちた低い声で囁いてくるアレンに、レティシアは頭を横に振る。

「い、や……」

　しかし、羞恥を煽る言葉にさえ、子宮の辺りがキュッと疼いてしまうのはなぜだろう。

　心のどこかで理性を保とうとしているのに、体が先に淫らに蠢いてしまう。そんな自分の卑猥さを、レティシアはまだ受け入れることができなかった。

「……んッ……っ、あぁ……っ……」

　彼の指先が肉襞の一点を掠めると、きゅっと肉襞が収斂する。

　レティシアの肉壺が過敏に反応したのを見て、アレンは執拗にそこを突いてくる。

「ここがいいのか？」

「……だめっ、そこは……っ」

　甘い責め苦に、レティシアは首を横に振った。

　自分が自分で制御できなくなる予感がある。これ以上の刺激には堪えられそうもなかった。

「い、や……！　そん、な……っ……！」

「お前の体は、そうは言っていないぞ？」

「ふ、あぁ……！」

　子宮の奥まで揺さぶるように、内部を穿つアレンの指先。

　蜜口から溢れるじゅくじゅくという粘着質な水音が、レティシアの羞恥をさらに煽り、官能を揺さぶってくる。

「や、やめっ……、変になる……、んっ……！」

　悲鳴じみた声を漏らし、体がびくりと跳ねる。未知の淫らな感覚が、肉体の奥からせり上がってきたのだ。

　一瞬、脳裏が真っ白になって、何もかもがわからなくなった。そんな中で肉体の一点だけが、別の生き物のように熱い収縮を繰り返していた。

（……何が、起こったの……？）

　ぼんやりと目を開いた彼女を、アレンの美しい顔が見下ろしていた。

「処女なのに、最初から中で感じたんだな。それなら、覚えがいいはずだ」

　息を整えるレティシアの内襞は、まだ極めた余韻を貪るかのように微かに蠢いていた。

　ぐったりと寝台に横たわっている彼女の上に、ガウンを脱ぎ捨てたアレンが覆い被さってくる。

　レティシアは、男性の裸身を見るのは初めてだった。

　ほとんどの貴族は剣の心得があり、有事には戦争に赴くと聞いているが、ここまで筋肉が隆々としているのがふつうなのだろうか──厚い胸板と太い腕、そして、どこで負ったのかわからない所々にある古傷に目が釘づけになる。

（逞しい……神殿には、こんな人いなかった……）

　レティシアは、ただひたすらに見惚れていた。

　これまで出会ったことがない男に、自分の純潔を捧げることに不思議な高揚感を覚える。

「……っ！」

　太腿の辺りに触れる硬くて熱いものに、レティシアは少し驚いた。

　それがアレンの雄の部分だと理解するには、時間がかかった。

「きゃ……、アレン……何、を……!?」

　狂暴な灼熱の塊が、レティシアの蜜口に押し当てられる。

　先ほど得た悦楽から鎮まりを取り戻したばかりで、花園は蜜露に濡れそぼっている。

　しかし、初めて目にする雄の象徴はあまりに長くて太い。

　そして、押し当てられる熱さに目を見張ったレティシアは、今からどれだけのものを受け入れるのかを悟って愕然とする。

「……お許しを……！」

「フッ……何を今更？　俺は聖人君子ではない。お前が達する姿を見せられたのだ……もう、我慢できない」

　願いを却下されて、レティシアは絶望する。

「む……、無理です……、そんな大きいの……っ!!　ふ……、あ、ぁ……！」

「可愛いことを言う。だからって、やめるわけにはいかないけどな」

　恐れおののくレティシアを、アレンは嘲笑った。

　ぐちゅぐちゅと、切っ先で蜜孔を縦になぞられると、甘いもどかしさが湧いてレティシアの肉体は熱くなる。

　その淫らな動きに、達したばかりの肉体が飢えを感じているようだ。

「こんなに、ぐっしょり濡れているのだ。破瓜の痛みもそうひどくはないだろう」

「……きゃ……、あ……っ……！」

　指よりも数倍太いもので、潤んだ入口を抉じ開けられる。

　その衝撃は、予想していた以上のものだった。

　あまりに熱くて、苦しくて……レティシアの目尻に、涙が盛り上がってくる。

「う……ぅ、……ん……！」

「もっと、力を抜け。これじゃ狭すぎて、入り切らない」

　アレンの低い声は、さっきよりも艶があるような気がした。

　その瞬間、胸に訪れたのは奇妙な昂ぶり。初めて会ったばかりの男と、ひとつにつながり合っている。強く肉体を求められて、こんな風に深い交わりまでしている……その感覚は、ひどく生々しいものだった。

　純潔を保ったまま殉死するより、女としての快楽を知って生き続けるほうがいい。それがどんなに卑しいことだとしても。

　少しずつ深く入り込んでくる楔の熱さに、どうしても涙がせり上がってくる。

「大丈夫か……？」

　瞳を開けると、彼の整った顔が彼女を見下ろしていた。

　眉を潜めているレティシアを、男性的な美貌が心配そうに覗き込んでくる。黒曜石のような双眸が思いのほか優しい光を帯びている。

　それを見つめていると、不思議な気分になった。

　鮮やかな痛みと悦楽を与え、レティシアを生かした男の顔を胸に刻みつけるかのように、彼女はアレンを凝視した。

「……キス……して、ください……」

　内側を苛む痛みを和らげたい。

　ただそれだけのために、薄く唇を開いて、アレンに口づけを請う。

「お前が望むなら、いくらでも」

　小さく頷くと、アレンは彼女の体を深く抱え込んだ。

「あぁ……っ」

　喰い込んでいる楔の角度が変わって、少し苦しい。受け入れた部分が、まるで焼かれそうに熱くなってしまう。

　しかし、彼に唇を重ねられると、肉体の苦悶さえも陶酔に変わっていった。

「ふ……っ、ん……」

　舌を絡められれば、途端に下肢が疼いてくる。

　アレンの口づけはとてつもなく甘い。胸が高鳴って、しあわせな気持ちになる。

　誰かにこんなに激しく求められることが、これまでの人生であっただろうか。彼女の亡骸ではなく、生を望んでくれるのはアレンだけだ。

「……あっ……、は……ぁ、ん……っ」

「愛らしい声だ、レティ……」

　アレンは耳朶を軽く噛みながら、容赦なく腰を奥に進めていく。

　肉体の内側で彼の存在が浸食するにつれ、下肢に感じていた鈍痛が、少しずつ違った感覚に置き換わっていく。

　新たに湧き出た蜜と純潔の証が混じったものが、リネンの上に滴り落ちた。

「……あっ……、あ……ン……っ」

　確実に互いの距離が近づいていく。

　それは、初めて男を受け入れるレティシアにとって、苦しいことに違いない。

　しかし、愛欲で濡れた隘路はアレンの雄の形に押し広げられ、ぴったりと彼に絡みついているのがわかる。

「あぁ……」

　慣れない体にすべて収めるのは無理があるが、時間をかけるうちに二人の交わりはかなり深まっていった。

「ようやく、馴染んできたな。動くぞ」

「……えっ……？」

　次の瞬間、蜜壺が擦られて、あまりの灼熱感にレティシアは首を横に振った。

　胎内を占めている巨大な塊が抜き去られる寸前に止まり、また奥のほうまで押し込められていく。

　ぬるんだ肉壁を擦られる異様な感覚は、先ほど指で極めさせられた時のものによく似ていた。

　最初のうちは、彼女のことを気遣うように動いていたアレンだが、次第に抜き差しの速度を上げていく。

「は……ぁ、あっ、あ……っ……」

　突き上げられるたびに、堪え切れずにレティシアの唇から喘ぎが漏れる。

　その甘い響きに、アレンは気づいたようだ。

「もう、苦しくはないようだな……いい具合だ」

　頬を紅潮させて、快感を貪るレティシアに、アレンはとろけそうな笑みを浮かべる。

　一方で、指先で淡い繁みを掻き分け、ぷっくりと膨らんだ宝珠をいじってきた。

　先ほど同じ箇所を舐められたときよりも、各段に鋭い衝撃が走り、レティシアは下肢を悶えさせる。

「い、いや……っ、そんな……ぁ、っ！」

　胎内に咥え込んだアレンの肉茎は膨れ上がって、彼女の子宮の入口を突いてくる。

　それと同時に陰核をぐりぐりといじられれば、体の奥深い部分にまで、堪え切れないほどの熱と焦燥感が渦巻いてくる。

「あ……、はぁ……っ、だめぇ……っ！」

　激しく揺さぶってくるアレンの動きに同調しながら、レティシアは恐ろしい浮遊感に襲われていった。

「ここが、よかったんだな」

　彼女の反応を窺って、アレンはほくそ笑む。

「いやっ……、そこは……！」

「素直じゃないな。中がビクビクしているぞ」

　熱く滾った切っ先で敏感な場所を執拗に攻められると、恐ろしいほどの愉悦が湧き上がってくる。

「はぁ……っ、ああ……っ」

　甘い感覚に喘ぎ、レティシアは頭を打ち振った。二度目の頂点に達し、とろけそうな快楽が体中を駆け巡っていく。

　レティシアは背筋を弓なりに反らせ、足の先までビクビクと痙攣させる。

「……はぁ……」

　彼女を深々と所有しているアレンも、きつく絡まってくる肉筒がもたらす淫らな蠢きに飲み込まれていく。

「……っ」

　アレンの短い呻きとともに、疼く花襞の中に熱い欲望が吐き出された。

　肉体の奥まった部分に勢いよく注ぎ込まれる飛沫に促され、レティシアはびくびくと体を震わせた。

「あぁ、ぁ……っ」

　間欠なく極めて悶える彼女の肢体を、アレンはきつく掻き抱いた。

「最初から、中でイケるなんて……お前は夜伽の才能があるようだ」

　そう囁かれて、レティシアは恥ずかしさに顔を赤らめた。

「……そんな……」

　これまで、真面目に生きてきたはずだ。

　自分の反応が淫らだと言われると、神殿で仕えていた身としては咎められているような気がして複雑な気持ちになる。

　黙り込んでしまったレティシアを見て、アレンは薄く笑った。

「レティ、勘違いするな。いじめるつもりはなかった」

「アレン……」

「体の相性というのは、なかなか合わせられるものではない。俺は、お前を手に入れられて幸運だ」

　低い声で慰められ、指先で優しく頬を撫でられていると、さっきまでささくれ立っていた心が凪いでいく。

（……褒めてもらっている……のよね？）

　それは、とても不思議な感覚だった──これまで自分が恥ずべき存在だと思っていたのに、アレンはそんな認識をあっけなく打ち砕く。

　まだつながりが解かれていないアレンの雄の部分に、再び熱が戻ってくる。

　内部を満たされる感覚に、一度は鎮まっていたレティシアの欲情も頭をもたげてきた。

「……もう一度、抱いてもいいか？」

　アレンの誘いを断る理由は、どこにも見当たらない。

　レティシアは頬を赤く染めながら、ゆっくりと頷いた。







　──翌日、目覚めたのは昼過ぎだった。

「……っ……！」

　寝台に起き上がると下肢に鈍痛を感じ、レティシアは眉をひそめた。

　欲望を交わし合った形跡は清められ、彼女の体には昨晩アレンが着ていたガウンが着せられている。

　ぼんやりと昨晩のことを思い出すうちに、窓の外から国歌の演奏が聞こえてきた。

（そうか……今日は、建国祭だわ）

　隣で寝ていたはずのアレンは、姿を消している。

　この宮殿の中に住まいがある貴族や皇族ならば、今頃は神殿で行う行事に参加していることだろう。

　もし昨晩、女官長が賄賂で買収されなければ……そして、アレンがレティシアに興味を示さなければ、今日の祭祀でレティシアが生贄になるはずだった。

「恐ろしいわ……」

　寝台の上で、ポツリと呟いた瞬間、ドアをノックする音が聞こえた。

「は、はいっ……！」

　慌てて男物のガウンの襟をぴっちり合わせ、くっきりと深い胸の谷間を隠すと、メイド服を着た女性が部屋に入ってきた。

「レティシア様、おはようございます。今日からレティシア様の専属侍女を務めます、マリーでございます」

「……侍女？」

　何のことか、と目をぱちくりさせるレティシアに、マリーは深く頷いた。

「レティシア様は皇帝陛下が、この皇宮に出入りをお許しになった初めての方でございます。これから誠心誠意、務めさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします」

　深々と頭を下げる侍女に、ようやく事の重大さを思い知った。

（え……、皇帝陛下……!?）

　レティシアは、他の女官たちほど皇室事情に興味がない。皇子たちの名や新しい皇帝の名前もおぼろげにしか記憶していなかった。

　しかし、この豪奢な寝室やマリーの発言をつなぎ合わせると、ひとつの結論が導き出される。

　昨日、生贄になる直前のレティシアを神殿から救い出し、自分の女にしたアレン……彼は、ペルゴルド帝国皇帝・アレンディスだったのだ！

　高位貴族のひとりだと思っていたのに、実はこの国の最高権力者……しかも、お妃選びをしている最中の人物のお手つきになってしまったとは。

　たしかに、伝え聞いていた若き皇帝の人物像とアレンは合致する。

　軍人出身の見目麗しい男……そして、女官たちが側室の地位を虎視眈々と狙うような魅力的な男性。

　噂の皇帝陛下に生贄になるところを助けられ、愛人として皇宮に留まることを許されたなんて、あまりに現実離れした出来事だった。

（……まさか、夢見ているわけじゃないよね……）

　てきぱきとテーブルをセッティングし、軽食を用意するマリーの姿を眺めながら、しばしレティシアは言葉を失っていた。







２．皇宮で過ごす日々は蜜の味








　──ここに来てからというもの、驚くことばかりだった。

　これまで神殿で慎ましい暮らしを続けていた身としては、皇帝の愛人として与えられる過分な待遇に面喰ってしまう。

　この皇宮は広大な敷地の中に、いくつかの宮殿がある。それぞれの建物は空中回廊でつながれ、行き来ができるように設計されている。

　神殿から逃れてきたばかりのレティシアは、皇帝が提案した通り『愛人』という位置付けで、仮住まいとして本宮のすぐ後方にある後宮の一室で暮らすことになった。

　侍女の話によると、皇帝には今のところ正妃もいないし、公的な愛人である側室もいない。後宮にいるのは、レティシアひとりということになる。

　この宮殿を建造した皇帝は、数十人もの側室がいたそうだ。それゆえ、後宮は公的な儀式が行われる本宮に負けず劣らず広々としており、季節の草木や花々などを愛でることができる美しい中庭を備えていた。

　しかも、レティシアに用意されたのは、本宮にあるアレンの寝室への回廊がすぐ近くにあり、皇帝に最も寵愛される者が使うことを許される居心地がいい部屋だ。暖色系のファブリックが使われており、中にある美術品や調度も貴婦人が好むような優雅なもの。皇帝の寝室と遜色ない大きさの寝台が置かれている広々とした空間だった。

　一晩のうちに、自分を取り巻く状況が一転したことについて、レティシアはまだ信じられずにいた。

　今年の建国祭は、教皇庁にとって百年に一度の特別な行事である。毎年神殿で行われる通常の儀式のほかに、秘儀と呼ばれる生贄を用いた祭祀が行われる予定だった。

　その前夜、生贄が失踪したのだから、ふつうに考えたら午後の祭祀は中止になっているのではないだろうか。

（……本当によかったわ。信仰心のために、死にたくないもの……）

　皇帝であるアレンに窮地を救われて、皇宮に留まることを許されている。

　神殿では下働きの仕事をしてきたのに、ここでは侍女やメイドに尽くされる立場になった。誰もレティシアを卑下する者はいないばかりか、寵姫のように恭しく扱われている。

　もしこれが夢なら、ずっと覚めずにいてほしい──レティシアは、心の底からそう願っていた。







　本宮がいつになく華やいでいるようだ。

　晩には国内外の客人が集まるパーティーが大広間で開かれるから、各地から領主が来訪したり、使用人たちが準備に追われたりしているのだろう。

　そして、今夜はレティシアが社交界にデビューする記念すべき日だった。

　主賓であるアレンがエスコートを申し出てきたが、レティシアには戸惑いもあった。

　正妃でも側室でもない……一時的な愛人が、これから皇后を選ぼうとするアレンの横に並ぶのはどう考えてもおかしい。

　そう思って断ろうとしたが、

「細かいことを気にせずともよい」

　と強い口調で言われれば、逆らうわけにはいかなかった。

（なるべく、目立たないようにしよう）

　パーティーの準備が進むにつれ、その望みはもろく崩れ去った。

　マリーが用意したデコルテが大きく開いた水色のイブニングドレスは、ほっそりとした彼女によく映え、胸の谷間がくっきり出ても下品にならないデザインになっている。

　白鳥のような首筋を飾る真珠とダイヤモンドのネックレスも、豪華でありながら上品さを失わず、レティシアの美しさに気品を与えた。

　アレンからの贈り物で着飾った彼女は、さながら光り輝く女神のよう。鏡に映る姿は、神殿の隅で怯えていた生贄とは別人だった。

「今日は、一段と美しいな」

　後宮の部屋まで迎えに来たアレンは、開口一番に感嘆の言葉を漏らした。

　彼はペルゴルド帝国の皇族らしく濃紺の天鵞絨の上着に銀糸の胴衣を身につけ、国の紋章が裏地に織り込んだマントを羽織っている。

「お褒めの言葉、ありがとうございます。陛下に用意していただいたプレゼントのお陰ですわ」

　褒められるのはうれしいけれど、女官上がりの自分がこんな贅沢な装いをしていいのか内心ハラハラしてしまう。

　マリーが見ている前で馴れ馴れしくするわけにはいかないので、改まった様子で挨拶するレティシアに、アレンは苦笑した。

「恐ろしく堅苦しいな。まぁ、今夜は公式行事だから仕方あるまい……では、レティシア嬢、会場に行くとしよう」

　護衛の騎士たちが見守る中、彼の腕に手を回して本宮の大広間へと入っていく。

「ペルゴルド帝国皇帝アレンディス陛下、レティシア・グレン嬢のお成りでございます」

　先ぶれの声に、居並ぶ貴族たちは頭を下げて出迎えた。

　初めてのパーティーは、華やかすぎるものだった。

　眩いシャンデリアの光と、その下にいる貴婦人たちの色とりどりのドレス、テーブルに並べられたご馳走や美酒の数々が、真っ先に目に飛び込んでくる。

　楽師たちが奏でる音楽は、あたかも天上の響きのよう。

　くるくると円舞曲を踊り始める男女の姿を見ているだけで、天国にでも来たような不思議な心地がする。

　その時、誰かが近づいてくる気配があった。

　振り向くと、黒髪にエメラルドグリーンの瞳が印象的な美女が笑顔を見せる。深紅の衣装を身につけているせいか、満開の赤薔薇を思わせた。

　彼女は手でドレスの裾を抓んで、アレンに対して礼をする。

「ごきげんよう、皇帝陛下」

「ああ、久しぶりだ、ヴァレリー。元気に過ごしているようだな」

「アレンディス陛下も、お元気そうですわね」

　二人の間に、割り込めない空気を感じてレティシアは戸惑った。

　皇帝の交友関係はわからないが、貴婦人を下の名前で呼ぶなら、かなり親しい間柄なのだろう。

（もしかして、この人もお妃候補なのかしら……）

　ふと浮かんだ疑問は、ヴァレリー嬢の視線で疑いないものに変わった。

　優しくはあるが、エメラルドグリーンの瞳は射るような鋭さがあって、レティシアのことを瞬時に観察したのが見てわかる。

「そちらが噂の女性ですの？　紹介してくださらない？」

「レティシア・グレン嬢……神殿で、俺が見初めた女性だ」

　そう紹介されて、レティシアは頬を赤く染めた。

（まさか生贄を連れてきたって言えないものね）

　建国祭が終わって、まださほど日が経っていない。

　逃げ出した生贄がこんな場所にいたら、いくら何でも醜聞になるだろう。

　アレンはそんなことにお構いなく、話を続ける。

「レティシア、こちらはヴァレリー嬢だ。財務大臣のコンテ侯爵のご令嬢で、俺の幼馴染みでもある」

「ごきげんよう、ヴァレリー嬢。お会いできて光栄ですわ」

　緊張した面持ちでレティシアが挨拶すると、ヴァレリーは微笑んだ。

「レティシア嬢、初めまして。わたくしが会場を案内してさしあげるわ。貴族の集まりはまだ慣れていらっしゃらないでしょう？」

「ええ……」

　恐る恐るアレンの顔色を窺うと、彼も頷いてくれた。

「彼女に案内してもらって、少しずつここの社交界に慣れるといい」

「わかりました、陛下……では、また後ほど」

　軽く裾を抓んで挨拶すると、レティシアはアレンから離れてヴァレリーの後をついていく。

　その間にも、好奇の視線が自分に注がれているのがわかった。おそらく、レティシアがアレンの愛人だということは、ここでは公然の秘密なのだろう。

「みんな興味津々なのよ、あなたのこと」

　ヴァレリーは、ぐるりと辺りを見回してそう耳元で囁いた。

「だって、お妃候補の誰にも目もくれなかった陛下が、いきなり公式の行事にあなたをエスコートするなんて。そりゃあ、誰だって驚くわ」

「……そうでしたか。私、どうしたらいいか……」

　頬を赤らめ、レティシアは恥じ入るように俯いた。

　そんな彼女を励ますかのように、ヴァレリーはレティシアの肩に手を載せた。

「大丈夫よ、わたくしがついているわ。あなたは陛下の大事な人だもの……みんなにいじめられることがないように、わたくしが手助けしてあげる」

「ありがとうございます！　ヴァレリー嬢」

　レティシアは弱々しく微笑んだ。

（意外と、いい人なのかしら……誤解していたかも）

　初めての社交の場に臨む心細さが、ヴァレリーのお陰で少し和らいだ気がした。

「わたくしのことは、ヴァレリーって呼んで。わたくしもレティシアって呼ぶわ。わたくしたち、お友達になりましょうね」

　優しく手を握ってきたヴァレリーに、レティシアは頷いた。

「ありがとう、ヴァレリー！」

　そんな二人の周りを、他の令嬢たちが取り囲んでいく。

　軽やかな音楽と、おいしいお酒、そして、レティシアに関心を向けてくれる人々との楽しいおしゃべり──。

　社交界デビューの夜、ヴァレリーのお陰で思いのほか楽しく過ごすことができた。







　初めて夜をともにしてから毎晩のように、アレンは後宮を訪れる。

　それはいずれ正式に結婚して、皇后を娶るまでのこと。それ以降は、今ほどにはレティシアを求めてこなくなるだろう。

　名家出身の妻を気遣って、この場所からレティシアを追い出すかもしれない。

　そうしたら、アレンとは二度と会えなくなる……最初は、命を救ってくれるだけで満足だったはず。それが激しく愛される日々に慣れてしまったせいで、彼がいない夜など考えられないほどになっている。

　彼のぬくもりが自分の人生から消えると思うだけで、なぜか心が痛い。契約で愛人になっているだけなのに、この先もずっと彼を独占したい、なんて過ぎた願望を抱きそうになってしまう。

（今夜はパーティーだったし、さすがにいらっしゃらないわよね……）

　寝台に横たわりながら、諦め半分でそう思った。

　レティシアと違い、この国の皇帝であるアレンは各国の大使や高位の貴族たちにずっと取り囲まれていた。華やいだパーティーとは言え、権力者にとっては情報収集をしたり、他国との関係改善に努めたりする公務の場なのである。

　それゆえ、疲れ果てたアレンはきっと、自分の寝室に戻ることだろう。

（いつの間にか、贅沢になっちゃったのかな……）

　火照りを鎮めるために、両頬に手を当てた。

　アレンと過ごす夜を思い起こすだけで、体中に巡る血が沸騰しそうになる。

　彼からは、猛々しいほどの『生』の香りがする。肌の熱さを感じるだけで、生贄になる前に過ごした恐怖感を忘れられる気がした。

　神殿で負った心の傷は、穏やかな日々を過ごすごとに薄らいでいる。

　しかし、彼の腕に抱かれて眠る生活に慣れたせいか、広い寝台の中でひとり寝るのはやはり寂しかった。

（だめ……アレンは、身分がある人なんだから。これ以上、依存したらだめだわ）

　目を瞑りながら、レティシアは反省した。

　この関係の心地よさに、けっして溺れてはいけない。いくらアレンが優しくしてくれても、それはレティシアがここを去る日までの期間限定なのだ。

　それを思うと何だか切なくて、思わず泣きたくなる。

　薄ぼんやりとした不安に駆られて、なかなか寝つけそうになかった。







　──それから、どれくらい経っただろう？

　静かにドアが開く音。そして、誰かが近づいてくる気配がする。

「……アレン？」

　いつも彼のつけている香りが、レティシアの鼻腔をくすぐる。

　目をゆっくり開けると、柔らかな燭台の炎を背にしたアレンが、レティシアのことをじっと見つめていた。

「起こしてしまったか？　すまないな」

「いえ、なかなか寝られなくて……今夜はいらっしゃらないと思っていました」

　そう答えると、逞しい胸に抱き寄せられた。

「そうか……素直じゃないな、お前は」

　アレンはレティシアの額に口づけ、ナイトドレスの肩をはだけさせる。

　燭台の炎に、真珠のように艶やかな白い肌がくっきりと浮かび上がった。

「本当は、俺のことを待っていたんだろう？」

「……アレン……、んっ……」

「体が疼いて、眠れなかったんじゃないのか？」

　絹の布地の上から胸を触られ、体の奥が熱くなる。

　すぐに凝った先端をいじられるだけで、感じてしまっていた。愛液が零れて、リネンを濡らすのではないかと心配になるほどに。

　ここに来てまだそんなに経っていない。

　しかし、アレンとの夜を過ごせば過ごすほどに、レティシアの肉体はどんどん淫らに作り変えられている。

「あ、ぁ……っ」

　片足を抱えられ、着衣の裾をはだけさせられる。

　後宮での慣わしで、就寝時は下着の着用を許されていない。いつ皇帝の訪れがあるかわからないからだ。

　それゆえ、アレンの眼前に恥ずかしい姿を曝け出してしまっている。

「あ……、だめ……っ」

「拒む権利はないぞ。俺の女でいる限りは、な」

　そんなことは、わかっている。彼が求めるものには、すべて応じなければいけないということは。

　レティシアはここで身の安全を保証してもらう代わりに、アレンの愛人になることを選んだ。義務を果たさなければ、この美しい楽園を追い出されるだけだ。

「ん、ぁ……っ」

　蜜で濡れる熱い沼地を指先で探られる。

　ただ、それだけでレティシアはため息のような声を漏らした。

「いやらしい体になったものだ。ついこの前までは、神殿に仕える身だったお前が……」

「いや……、そんな……っ」

　アレンは満足そうに笑っている。彼に軽くなじられるだけで、なおさら濡れてきてしまう。

「お前の花が濡れているところを、この目で見たい。たっぷり舐めてやるから、俺の上に跨がれ」

「えっ……!?」

　寝台に仰臥するアレンを見て、レティシアは戸惑いを覚えた。

　何を意図しているかはわかったけれど、皇帝という地位にある人物の顔の上に跨がるなど、不遜ではないだろうか。

「できません、そんな失礼な……！」

　慌てる彼女を、アレンは鼻で笑う。

「フッ……閨の中で、失礼も何もないだろう？　この俺がしたいと言っているのだから、お前は喜んで受け入れればいいのだ」

　顔を赤くして逃げようとするレティシアの手を引いて、アレンは彼女を半ば強引にその体勢にさせた。

「あぁ……お許しを……！」

　咄嗟に哀願するものの、主であるアレンが意志を曲げることはなかった。

　固定するように強く腰を掴まれ、レティシアは羞恥に震えた。

「……あぁ……」

　諦めに近い気持ちで、小さい声を漏らした。

　自分でも見ることがない秘められた花園を、アレンに凝視されている。そして、これから舌先で嬲られようとしているのだ。

　とてつもなく恥ずかしくて、膝が震えてしまう。

「早く、腰を落とせ」

　言われるがまま、ゆっくりと腰を落としていくと、アレンが濡れた花園を迎えた。

　生き物のような舌先が花びらを抉じ開け、薄紅色に染まった表面の粘膜をねっとりと嘗め上げる。

　ぬるぬると陰唇をしゃぶられ、花芯をきつく吸われると、波のように快感が押し寄せてきた。

「……ふ……、ひゃ……、ぁ……っ」

　舌先が狭い蜜口に潜り込み、ジュクジュクと犯し始めると、異様な感覚に下肢を甘く疼かせた。

　肉体の快感もさることながら、一国の皇帝にこんなことをさせている背徳感が、レティシアの心を揺さぶってくるのだ。

「ふぅ……、い、や……っ、アレン……っ」

　細腰をうねらせ、レティシアは官能にさらわれそうになる自分を留めようともがく。

　そんな彼女の反応に、アレンは指先を蜜口に挿入した。

「あぁ……っ、そんなこと、したら……んッ……！」

　舌と歯で膨らんだ陰核をもてあそばれながら、長い指で奥を突かれると、レティシアはひときわ甲高い嬌声をあげた。

「……きゃッ、あ……ッ、だめぇ……ッ……！」

　焼けただれそうなほど熱い痺れが、狂おしく子宮の奥を駆け巡る。

　次の瞬間、媚肉の中がうねるように痙攣して、極みに押し上げられた。

「はぁ、あぁ……」

　寝台の背もたれを掴みながら悶えるレティシアの痴態に、アレンは満足そうに笑って、彼女の蜜壺から溢れる蜜を啜り上げた。

「舌で達したか」

「……やっ……」

「次から次へと、甘い蜜が零れてくる」

　アレンの言葉にまで反応して、愉悦に肉襞がキュッと収縮する。

　どんなに恥ずかしくても、アレンが与える悦楽に結局は悶え狂ってしまうのだ。あまりにいかがわしい自分に、レティシアは泣きたくなった。

「ん……、あぅ……っ」

　熱い舌先に翻弄されて、再び波に飲まれてしまいそうになる。

　表面的な欲求を満たすだけなら、こうして舌で延々と嬲られているだけでもいい。

　しかし、それよりももっと熱く猛々しいものが欲しくて、レティシアは無意識のうちに腰を揺らしてしまっていた。

「ん……っ……」

　じれったいぬるま湯のような快感に、レティシアは切なそうに悶える。

「欲深い女だ……次は、舌じゃないものが欲しいようだな」

　彼女の言葉にできない願いを察したのだろうか。

　手の甲で唇についた蜜を拭い、舐め取りながらアレンは笑った。

「体を下げていいぞ」

　そう許しを得て、レティシアはアレンの逞しい腰の辺りまでずり下がる。

　すでに逞しく形を変えた硬い分身が、彼女の尻に当たった。その熱さを皮膚に直接感じて、胸がドキドキすると同時に、ジンと蜜壺が疼いてくる。

　次にどうするのか躊躇している彼女を、アレンは悪戯じみた視線で凝視してくる。

「たまには、自分で入れて動いてみろ」

「自分で……!?」

「もう何度も抱き合っているんだ。それくらい、お前にもできるだろう？」

　からかうように出された甘い命令に、レティシアは小さく頷いた。

「はい……」

「いい子だ」

　アレンはレティシアの長い金髪を掬い、優しく毛先に口づけてきた。

　そんな何気ない仕種だけでも、彼からは得も言われぬ色気が漂う。だからこそ、アレンが欲することに逆らうことなどできない。

　中途半端に肉体に灯された炎を収める術が、彼に抱かれること以外にないことをレティシアも知っている。

（あぁ……恥ずかしい……）

　意地悪なアレンの視線は、まだ戸惑っているレティシアに絡みつく。

　ついこの前まで処女だったのに、自分から求めるほどになってしまったのだ。己の浅ましさにクラクラしそうだ。

　ただ、羞恥心があったとしても、目の前にいる男の魅力に抗うことはできない。

　ふてぶてしいほどの筋肉をまとう彫像のような見た目と、美麗な面立ち。しかも、このペルゴルド帝国の皇帝という地位があるのだから、同僚の女官たちが色めき立っていたのもわかる。

　そんな相手の愛人になっている今、都合がいい夢を見ているように思えていた。

　しかし、手にする彼の昂ぶりの熱さだけは、それが現実であることを示している。

「……んっ……」

　膝立ちになったレティシアは、十分過ぎるほどに濡れそぼった蜜口に、手にした亀頭の先をあてがった。

　リネンの上に片手をついて重みをかけながら、そそり立つ雄の象徴を柔らかな襞の内側に迎え入れていった。

「……っ、あぁ……んっ……」

　熟れた媚肉が、ゆっくりと開かれていく。

　張り出した先端部分が花襞を拡張していく感覚に、ゾクリと肌が粟立った。

　舌では刺激することができない奥深くにまで、熱杭が喰い込んでいる。それだけで、能動的に動かなくても満たされそうだ。

「あ……、あぁ……！」

　肉襞が知らぬ間に、アレンの分身を締めつけて甘美な感覚をもたらした。

　微かな脈動を感じて、体中が熱くなる。

「まどろっこしいな……」

　レティシアの緩慢な動作に、アレンは不服そうに呟いた。

「そのままじゃ、一晩中このままだぞ。たまには、そういう趣向も悪くはないが……」

　そう言いながら焦れたように、腰を動かして下から弾みをつけてくる。

「ひゃあ、ん……っ！」

　硬い切っ先で奥までズンと突き上げられる感覚に、体が震えてしまう。

「あぁ……ッ、こんな奥に……っ」

　子宮口の辺りまで、深々と侵食されていた。

　その圧迫感に、レティシアは泣き声をあげる。

「レティ、自分で動け。できるだろう？」

　下される指示に、レティシアは腰を浮かす。

　小刻みに体を上下し始め、アレンの逞しい雄芯を刺激していく。

　濡れた花襞に屹立を擦りつけ、引き出す。その動作を繰り返していくと、徐々に深い愉悦が湧き上がってきた。

「あっ、ふぁ……んっ……！　もう……、だめ……っ」

　熱い吐息を漏らし、体を上下に揺り動かす。

　肉体の悶えと寝台の揺れも手伝って、レティシアは大きく背を仰け反らせた。

　そんな彼女をつなぎとめるように、アレンは彼女の腕を掴む。

「はぁ……アレン……」

「いいぞ、レティ。好きに動いてみろ」

　両手を寝台の上に置くと、当たる角度が変わり、さっきと違う場所が刺激される。レティシアは頬を紅潮させて身悶えた。

　アレンの腕のぬくもりと、胎内で膨らみを増す雄芯の猛々しさが、彼女の感じるすべてになっていた。

「あ……、ああっ」

「こんなに淫らな姿を見られるなんて……最高だ……」

　美女が乱れる姿を見て、ようやくアレンは満足したようだ。

「い、や……っ、はぁ……ん……っ」

「胸をいじってやろう」

　そう言うと、手を伸ばして胸元の紐を乱していく。

　薄絹で隠されていた豊かなまろみは、レティシアが動く振動に合わせてぷるぷると揺れ動いている。

「あぁ……、やぁっ……」

　匂い立つように成熟している胸を掌で包み込み、アレンはいやらしく揉んでくる。

「いい顔をしているな」

　下から感じる強い視線に、レティシアの羞恥心は極限まで煽られた。

「ん……っ」

　敏感な花弁を指先で捏ね回され抓まれると、アレンを咥え込んでいる下肢に悶えが広がっていく。

「あっ、ん……っ」

「……いやらしい襞が、吸いついてくる」

　熱っぽい囁きに、羞恥を煽られてしまう。

　自分でも、どんどん淫らになってきているのは知っている。彼との逢瀬を重ねるたびに、頑なだった心も肉体も、アレンの存在そのものに発情するようになった。

　彼の思い通りになり、乙女から大人の女と変化させられているのだ。

「や……、いや……っ……」

　恥ずかしがるレティシアを、アレンは不思議そうに見つめた。

「……いまさら、何を隠すことがある？　お前の体は、最初から俺のことを拒みはしなかっただろう？」

　ぐいっと背を抱き寄せられ、いきなり腰が揺らされる。

　肉杭を突き上げられ、彼に穿たれるほうが何倍も官能に響く。

「……ん……ッ、あ……っ……」

　アレンが寝台に起き直ると、その動きに引き摺られてレティシアの内部が痙攣する。

　さっきよりも、彼の雄芯が大きくなっている気がした。敏感な部分に切っ先が当たって、息も絶え絶えになってしまう。

「レティ……」

　首筋を撫でる彼の指先と、艶やかな低音で名を呟く唇。

　アレンの魅力に囚われるように、レティシアは彼のほうに屈んで、口づけをした。

　ねっとりと舌を吸われるだけで、あっけなく達しそうになる。

「……ん……ふぅ……」

　鼻にかかった喘ぎを漏らしながら、レティシアは再び腰を蠢かした。

「あぁ……絞めてくるな。余程、気持ちがいいみたいだ」

「……いい……っ、すごく……っ」

　さっきよりも交わりが深くなり、熱い吐息が漏れてしまう。

　熱病に浮かされたように、レティシアは彼の太い首筋に両手を絡めた。

「ん……っ、あぁ……」

「我慢できそうにない、な……」

　切羽詰まったようなアレンの声は、妙に色っぽかった。

　感じすぎているレティシアも、腰を動かしながら瞳を潤ませる。

「わ、たしも……っ……」

　アレンと結合している部分が、火のように熱くなっている。

　過ぎた快楽に、体中の血が沸騰しそうだ。レティシアの肉襞に育まれた雄芯は、子宮口に到達するまでに容量を増して、彼女を苛んでいく。

　アレンの亀頭が彼女の性感帯を掠めた瞬間、ビクッとレティシアが身を震わせた。

「ひっ……、あぁ……っ……！」

　あまりの快感に仰け反る彼女の背に、アレンの手が回る。

　喉元から首筋にかけて唇が落とされる感覚……そして、ぐちゅぐちゅと熱い象徴が濡れた襞を擦ってくる悦楽にとろけそうになる。

「……はぁ、だめ、もう……、ンッ……」

　彼女の弱いところを知り尽くしているアレンの動きは、ひどく艶めかしい。

　下肢から込み上げる悦楽に、眩暈を覚えるほどに。

「……あぁ、イク……ッ、やぁ……ん……っ！」

　嬌声をあげるレティシアに、アレンは淫蕩な笑みを浮かべながら、彼女の中に灼熱を穿った。

「……いいぞ。俺の子種も、すべて受け入れろ」

　硬い切っ先が奥を突いた瞬間、夥しい量の飛沫が解き放たれる。

　熱い奔流とアレンの蠢きを膣襞の中に受け止めると、それに促されるようにレティシアにも怒涛のような快感が駆け巡った。

「ひゃ……、ああ……っ！」

　小さく悲鳴を漏らし、アレンの首筋に抱きついた。

　達した直後の余韻にわななきながら、レティシアはアレンに口づけをした。

　柔らかなぬくもりに、気持ちが通じ合ったような錯覚を起こす。

　契約だけの関係なのに……自分にそう思い聞かせようとすればするほど、肉体だけではなくアレンの心も欲して堪らなくなる。

　彼とひとつになって、睦み合う日々がいつまでも続けばいい。

　そう願いながら、レティシアは静かに目を閉じた。







　いつの間にか、皇宮に来てからひと月が経った。

　建国祭の祭祀で生贄が消えた件について、特に表立った情報は耳に入ってこない。

　レティシアが生贄になってもそうでなくても、建国祭は何事もなく終わったのだ。皇室に関わる者たちはもちろんのこと、帝国民も平和に生活を続けている。

（いったい、何のために……）

　悔しさにレティシアは唇を噛む。

　生贄をあげなければ、天変地異が起こるというわけではなかったのだ。あの絶望に満ちた日々の恐怖感を思い返すだけで、今でも身の毛がよだつ思いがする。

　あの夜、アレンが救いの手を差し伸べていなかったら、今頃、レティシアはこの世にいなかったはず。聖火で体中を燃やされ、帝都の塵となり消え失せていたに違いない。

　聖女の血筋を受け継ぎながらも、能力がなかったからいけない……そう言われれば、何も反論することはできない。取るに足らない自分の存在価値を示すのが殉死することだ、と諦めかけたこともあった。

　しかし、何度思い返してもそれは不条理だった。

　レティシアと同じように、聖女になれなかった同級生も何人もいる。しかし、その後、実家に戻って何不自由のない生活を送っていると聞いた。

（両親に捨てられたのは、私だけ……）

　その寂しさは、これ以上ないほどに大きな心の傷だった。今でも古傷がじくじく痛み、胸が苦しくなる。

　聖女を数人輩出した血筋のお陰で、グレン家は準貴族としての地位を許されている。

　ところが、家族が望むのはそれ以上の地位であり、もしレティシアが聖女として認められることになれば、爵位を受けて帝都の有力貴族の仲間入りができたかもしれない。

　グレン家としては、その落胆もあるのだろう。家族の誰もが、聖女養成学校を追われた彼女に興味を示す者はいなかったのだ。

　聖女になれなければ、まったく価値のない人間に成り下がる。それがグレン家においては当たり前のことだった。

　その中で、両親にとってレティシアは失敗作だったのだろう。聖女になれなくても、癒しの力や何かしらの異能があれば、また違っていたかもしれないが。

（残念だけど、本当に才能がなかったのよね……）

　自分でも呆れるほど、レティシアは平凡な娘だった。

　血のつながりがあるだけで優しい感情を持ってくれる家庭に、どれだけ憧れてきたことだろう。

　家族に愛されず必要とされず、利用だけされてきた……そんなレティシアが、皇帝の愛人という曖昧な立場で、皇宮に居続けていいものか、疑問が湧いてくる。

　ただ、彼女には他に居場所がなかった。神殿から逃げたのだから、女官として元通りの勤めができるとも思えない。

　……とすれば、今いる場所を失わないように精いっぱい努力するしかない。

　毎週のように催される皇宮での晩餐会や舞踏会、離宮で開催されるサロン……そんな雅なものに慣れ始めているレティシアだが、どう足掻いても生まれ持った身分の差を感じないわけにはいかない。

　友人として接してくれるが、ヴァレリーはれっきとした侯爵令嬢だ。他の高位貴族の娘たちとともに、アレンのお妃候補になっている。

　そんな彼女たちが、明らかに格下のレティシアによくしてくれる意味がわからず、時々戸惑ってしまう。

（ヴァレリーは、きっと心が広い女性なのよ）

　友人に疑念を抱くたびに、レティシアはそう思うことにした。

　魅力的な令嬢たちには、青年貴族が群がってくる。

　社交界の華と呼ばれるヴァレリーの周りにも、いつも取り巻きの男性がいた。そのうちの誰かと、いずれ恋愛結婚したいと考えているのだろう。

　そうでなければ、将来の伴侶になるかもしれない皇帝の愛人に、好意的に接してくる理由が見つからない。

　ある舞踏会の席で、ヴァレリーはレティシアに声をかけてきた。

「今度、水曜日会にいらっしゃらない？」

「……水曜日会？」

　耳慣れない会の名前に、レティシアは首を傾げる。

　離宮で行われる令嬢たちの会合の招待状は、ほとんどが彼女のもとに届けられているが、そんなものはなかったと記憶している。

　レティシアを安心させるように、ヴァレリーは微笑みかけた。

「ごく内輪だけの集まりなの。わたくしの自宅で水曜日にお茶を飲んで、みんなの持ち回りでピアノを弾いたり詩を読んだり……まぁ、内容は何でもいいのだけれど、そういう他愛ない趣味を披露する会なのよ」

「……趣味!?　わたくしに披露できるものなんて……」

　貴族の令嬢らしい育ち方をしていないレティシアは、諦め顔で首を横に振る。

　神殿で学んだ教養は、一般的な貴族の生活とは無縁のものである。

　貴族の娘であれば、お目当ての騎士に愛を伝えるために刺繍をハンカチに施す術を学ぶが、レティシアが知っているのは繕い物のやり方くらいだ。

　まさか貴族の令嬢の前で、服の裾のまつり縫いを披露するわけにもいかないだろう。

　無言のままのレティシアに、ヴァレリーは苦笑を漏らす。

「わかっているわ。レティシアはただお茶を飲んで、わたくしたちの出し物を鑑賞してくれれば構わないのよ」

「……そう……」

「実は、音楽や文芸の才能がある準貴族や裕福な平民がメンバーになっているの」

「じゃあ、貴族はヴァレリー以外にいないのね」

「そうよ。他の令嬢にレティシアのことを話したら、ぜひ呼んでほしいって言われたわ。みんな身分のために宮廷にはあがれないけど、レティシアと仲良くなりたいそうよ……ねぇ、ぜひ検討してくれないかしら？」

　小首を傾げて、ヴァレリーはレティシアの反応を窺ってくる。

「まぁ。それは、それは素敵なお誘いね」

　その話には、レティシアも興味を惹かれた。

　格が低い家門であれば、貴族の令嬢でも家庭教師など何かしらの職に就くことはあるが、裕福であればあるほど労働は悪だと見なされる。

　それに対して、準貴族や平民の子女は働くか名家に嫁ぐかを早い段階で迫られる。

　そんな彼女たちは自分の才能を伸ばすために貴族の家に呼ばれ、腕前を披露してパトロンを探すのだろう。

　才能のある女性たちが皇帝の妃候補の筆頭と言われるヴァレリーのサロンに顔を出すのは光栄なことだし、皇帝の愛人であるレティシアにも興味を持つ、という理由は理解できる気がする。

（……親しみやすい人も、いるかもしれないわ……）

　いまだに貴族の令嬢たちにコンプレックスを感じるレティシアも、自分と同じ身分の娘たちとなら仲良くなれるかもしれない。

　頼りになる家族もいない彼女が頼るものは、今はアレンしかいない。ただ、そのアレンだって皇帝としての職務を日々こなしている。

『言っておくが、俺は君を籠の鳥にするつもりはない。俺の相手をする以外の時間は、好きに過ごすがいい……ただ、浮気はダメだぞ！』

　寛大にも、アレンはそう言ってくれた。だからこそ、彼を待ち続ける女になってはいけない気がする。

　それに、レティシアは神殿にいたときよりも遥かに優雅な暮らしをしている。今後の社交活動のため、という理由でダンスや礼儀作法の学習はさせてもらっているが、それ以外の時間は自由なのだ。

　時間がある時は貴重な書物が集まる皇室図書館に行き、本を読んで一日が過ぎる。それはそれで贅沢な時間の使い方だが、さすがに皇宮に住ませてもらっているのにそんな怠惰な生活をするのはどうか、とも思ってしまう。

　ヴァレリーみたいに同じ年頃の令嬢たちは、サロンを主催したり慈善活動に精を出したりして、有意義に時間を過ごしている。それは将来的に、身分ゆえに恵まれない令嬢たちの役に立つことなのだ。

　せっかく生き延びたのだから、少しずつ楽しみや興味を広げていこう……宮廷以外の場の社交も経験し見聞を広げることで、いつかそれが誰かを助けることになるかもしれないのだ。

　レティシアはそう思って、ヴァレリーにこう答えた。

「行きます、水曜日会。ぜひ、皆さんと仲良くなりたいです！」

「うれしいわ、レティシア！　じゃあ、がんばってお茶会の準備をするわね」

　晴れ晴れとした様子のヴァレリーは、魅惑的な唇に鮮やかな笑みを浮かべた。







３．昼下がりは愛欲に濡れて








「珍しいこともあるものだ……お前がここに来るとは」

　そう言いながらも、皇帝アレンディスは執務室にレティシアを快く迎えた。

　部屋の中は、彼の寝室と同じくらいの広さがある。壁面を覆う作りつけの棚に書物がぎっしり詰まり、磨き上げられた大理石とマホガニーで作られた大きな机の上には、裁可待ちの書類が山積みになっている。

　皇帝の日課の中では、華やいだ外交や対外的な謁見業務に目が行きがちだが、執務室の中では地味な書類作業もしているということをレティシアは初めて知った。

　明らかに多忙なところを邪魔した申し訳なさに、途端におどおどしてしまう。

「帝国の太陽に、拝謁いたします……アレンディス陛下」

　宮廷の儀礼に則って、裾を抓んで礼をするレティシアを見て、アレンは苦笑した。

　今日の彼女の装いは、袖を大きく膨らませた淡いクリーム色のドレスだ。胸元にリボンの飾りがあるだけというシンプルなデザインが、レティシアの清楚な美しさを引き立てている。

「よそよそしいな。執務中であれ、二人きりのときはアレンで構わない。そのために、人払いをしたのだから」

「ありがとうございます」

　夜の閨で見慣れたアレンと、執務中の彼では大違いだ。

　側近たちがいつ入ってくるかわからない場だから、書類作業をするだけと言っても、謁見の場と同じ皇室の礼服を身につけている。

　黒の上着と金糸で織られた布を使った胴衣は、軍で鍛え上げられた彼の肢体をぴったりと包み込んでいた。何気ない仕種に男の色気が滲むが、長い歴史を持つペルゴルド帝国の頂点に君臨する者の威厳のほうが勝っている気がする。

　そんな権力と美貌の両方を兼ね備えた男を、期間限定でも独り占めしているなんて、レティシアはいまだに信じられない。

「……ところで、用件は何だ？」

「お仕事中、申し訳ございません！　完全に私用なのですが……」

「いいから言ってみろ」

　恐縮するレティシアを、アレンは促した。

「あの……、外出の許可をいただきたくて……」

　おずおずと話を切り出す彼女を、黒い双眸が見つめる。

「どこへ行くというのだ？」

「ヴァレリー嬢のサロンに招待されたのです。他の令嬢たちとも仲良くなれる機会ですし、できれば参加したいと思っているのですが……」

「ああ……離宮ではなく、コンテ侯爵家でやるのだな。護衛と馬車が必要であれば、今すぐ手配させよう」

　それは、レティシアにとって思いがけない申し出だった。

　しかし、皇室の紋章が入った馬車を一介の愛人が使うのは、さすがに気がひける。

「いえ、今回はヴァレリー嬢が馬車を用意してくださるそうです。なるべく、アレンに迷惑はかけたくなくて、もうお願いをしてしまいました」

「ほう……ヴァレリーとは、ずいぶんと仲良くなったみたいだな。彼女を信用しているなら、お前の好きにするがいい」

　諦めたように肩を竦める彼に、レティシアは頭を下げた。

「受け入れてくださって、ありがとうございます！」

　花が咲くような笑みを向けられたアレンは、机から立ち上がった。

「礼など要らない。前も言ったかもしれないが、お前は俺の大事な客人であって、奴隷でも何でもないのだ」

「アレン……」

「感謝の気持ちがあるなら、もっと色気のあることで返してくれ」

　そう言いながら、アレンはうっすらと笑みを浮かべながらレティシアに近づいた。

　長い金髪をもてあそぶように撫でると、ゆっくりと顔を寄せてくる。

　キスは額に落ちて、伏せられた瞼や頬……そして耳朶を掠めていく。

「あぁ……」

　淫靡な感触に吐息を漏らす愛らしい唇も、アレンによって軽く塞がれた。

　触れるだけのキスなのかと思っていたら、ぬめる舌が歯の間から忍び込んできて、深々と口腔に差し入れられる。

　その甘い感触に、酔ってしまいそうだ。

「ふぅ……ん、……っ……」

　微かな吐息を漏らしながら、レティシアは彼の腰に腕を回す。

　肌が露出している首筋から背中の上の辺りを撫でられ、腰の括れの曲線を確認するようにそろりと触れられる。

　たったそれだけのことで、胸の鼓動が激しくなる。

「夜の装いもいいが、この清楚なドレスで乱れたお前も見てみたいな」

「えっ……」

「……お前を抱きたい、ということだ」

　悩ましい囁きを耳孔に感じて、理性が吹き飛びそうになる。

　これまで、アレンに求められたのは夜だけだった。その名の通り、夜伽というのは二人きりになれる寝室でするものだ、と信じて疑わなかったレティシアである。

（こんな、ところで……）

　戸惑いに、彼女は眩暈さえ感じた。

　まだ太陽が高く、大きな窓からは明るい陽射しが入ってくるというのに。

　しかも、ここは本宮の執務室だ。後宮ならともかく、こんな公的な場所でアレンと触れ合うのは、不道徳すぎるのではないだろうか。

「そんな……夜では、だめなのですか？」

　レティシアは上目遣いで、主の心変わりを祈ってみる。

「お前を見ていたら、どうしても欲しくなってきた。ここがどこでも、構わない……俺を咎められる者など、この国にはいないのだから」

「アレン……！」

　主の率直で性急すぎる求愛に、頬を赤らめる。

　恥じらう彼女を眺め、アレンは唇に笑みを浮かべた。

「服を脱ぐのがそんなに恥ずかしいのか？　では、譲歩してやろう……服を脱がさないと約束する」

　そんなの詭弁だと思うけれど、反論が許される立場ではない。

「……わかりました。断ることはできませんから……」

　諦めにも似た気分でそう呟くと、アレンの唇が微かに歪んだ。

「断ることができる立場なら、お前は俺を拒むというのか？」

「そんな……」

「面白い。その口から、欲しいって言わせるのも一興だな」

　失言に気づき、レティシアは青ざめた。

　身分によるものなのだろうか、アレンは誇り高い男だ。それまで穏やかだった黒い瞳には、まるで獣のような危うい光が宿っている。

　それが微かな怒りなのか、欲望のせいなのかはレティシアにはわからない。

「きゃ……！」

　乱暴にソファーに突き飛ばされ、ドレスのスカートを捲られる。

　皇帝の愛人という立場ゆえ、夜間は透けたナイトドレスしか着ないレティシアだが、昼間は他の貴婦人たちと同様の装いをしている。

　ゆったりとスカートを広げるパニエと、下肢をすっぽりと隠す慎ましやかなドロワーズ。

　そうしたものが、アレンの手によって白日のもとに晒される。

「無粋だな。社交の場以外なら、下着など必要ないだろう？」

　耳朶を軽く噛みながら、アレンが囁いてくる。

「どうせ感じまくって、ぐっしょり濡れて役に立たなくなるのだからな」

　絹の布地の上から鼠径部をなぞって、指先が官能の膨らみを捉えた。

「あ……、あぁ……っ」

　柔らかかった花芯が、指淫によって硬くなってきた。そこを指先でグリグリと刺激をされたら、すぐに下肢に悶えが走ってしまう。

「……っ、だめ……ッ」

　思わず、レティシアは拒絶の言葉を放った。

　唐突に、弱い場所をいじってくるのは反則だ。涙目になりながら、レティシアは首を打ち振った。

「あぁ、あ……い、や……っ……！」

　過ぎた快楽は、時に苦しみに変わる。

　いつもと違う状況と強すぎる愛撫に乱されて、涙を零しそうになっていた。

「もっと、大きな声で喘いでもいいのだぞ。外で控えている衛兵どもが、今夜、寝られなくなるかもしれないが、な」

　指摘されて、レティシアは自分で口元を覆った。

　人払いがされているとはいえ、ここは皇帝の執務室なのだ。一歩外に出れば、警護をする衛兵もいるし、ペルゴルド帝国に忠誠を誓った皇室騎士団も巡回している。

　アレンと自分の仲が周知の事実だとしても、まだ日が高いうちから皇帝が情事に耽っているなど思われたくなかった。

「……はぁ……、うっ……っ」

　しかし、懸命に声を殺そうとしても、うまくいきそうにない。

　アレンの愛撫が巧みすぎて、どうしても喘ぎが漏れてしまった。

「そうやって嫌がっている姿も、男心をそそる。お前が娼婦になっていたら、この国の貴族どもがどれほど破産させられていただろう」

　底意地の悪いことを言われても、肉体の奥深くからじわりとした疼きが込み上げる。

　アレンに愛想を尽かされ、ここを追い出されたら、もしかしたら身を売る生活に堕ちるかもしれない。それほどまでに、レティシアはこの世の中で無力だった。

　ただ、誰に対してもこんな風に、体を拓くことはできない。アレンだからこそ、必要以上に感じてしまうだけ……そう断言できるほどに、レティシアは、アレンに求められることに歓びを覚えていた。

　すっかり濡れそぼって、用を足さなくなった下着を引き下ろされる。直に淫花を覗かれると羞恥が込み上げる。

「わ、たしは……アレンだけ、です……っ」

　頬を赤くして呟くレティシアに、アレンの表情は少し和らいだものになった。

「ほぅ？　いじらしいものだ。だったら、もっと俺を喜ばせてみろ」

　ソファーのすぐ傍にある大きな窓からは、午後の陽射しが降り注いでいる。

　そんな中で下肢を露わにされたら、己の恥部のすべてを……しかも、淫らに濡れる内側の襞までをも、彼にじっくりと観察されてしまうのだ。

「美しい花園だ。朝露に濡れているかのようだ」

「やっ……」

　両膝を擦りつけようとしたが、それを察したアレンが上体を彼女の足の間に潜り込ませ、安々と抵抗を封じ込める。

「しっとりとした花びらが、指に吸いついてくるぞ。中まで、じっくりと確認させてもらおうか」

　自分の肉体の一部──しかも、容易に他人には見せないような箇所を、言葉で言い表されるのは、この上ない恥辱だった。

　しかし、それと同時に彼の強い目線に、被虐的ともいえる奇妙な悦楽を覚える。

「あ……、ふぅ……んっ……」

　花びらを左右に掻き分けた指先が、ぬかるんだ蜜口に埋められていく。

　内部を緩く探られると、待ち侘びていたかのように花襞が、彼の指をギュッと締めつけてしまう。

「ずいぶんと飢えているようだな。一本では足りなさそうだ」

「ふぅん……、ああ……っ」

　知らぬ間に反応している女花に、アレンは感嘆した。

「可憐な顔に似合わず、貪欲な口だな」

　ぐちゅぐちゅと内部を掻き乱す指が増やされ、襞の中を凝視している視線を感じる。

　陽光が差し込む中、薄紅色に染まる花襞を覗かれるのは、これ以上ないほどに恥ずかしいこと……なのに、肉欲の昂ぶりには抗えなかった。

「ん……っ」

　埋め込まれた指を抽送され、内壁にある性感帯を捉えられると、レティシアの声が切羽詰まったものに変化する。

「……ここか？　ここが、いいのだろう？」

　ガクガクと頷くが、アレンはあっさりと指を抜き去ってしまう。

「指でしているだけだと、俺が面白くない」

「……っ」

　達しそうなところに冷や水をかけられた形のレティシアは、恨めしそうな目つきでアレンを見つめる。

　ズボンの前立てを開くと、すでに雄々しく屹立した彼自身が現れた。

　何度か見たことはあるアレンの男の部分だったが、昼の自然光の下で見るのは初めてだった。

　見目麗しいアレンの姿形の中で、そこだけが異なる部分のように思えるほどに凶暴な雄の象徴。幹は薄い紅に染まり、せり出した粘膜部分の先端には潤んだ液が滲んでいる。

（いつも、こんなものが私の中に……）

　それを考えるだけで、恥ずかしくてレティシアは頬を赤く染めた。

「レティ、俺のものを舐めろ」

　言われるがまま、レティシアは彼の分身におずおずと近づく。

「はい……」

　膨張した肉茎の竿の質感を、確かめるように触れてみた。

　生々しい感触に怯えたのは、ほんの僅かな時間だけだった。

　次の瞬間、不思議な感慨が湧き起こる。いつも自分を揺さぶって高めてくる圧倒的な肉塊が、今は自分の手の中に委ねられている。

　それを考えただけで、子宮の辺りにジワリとした疼きが湧いてくる。

「何をしている？　早くしろ」

　焦れたように、アレンが促してきた。

　瞼を閉じて覚悟を決めると、紅を差した唇を開いて、彼の肉茎を咥え込んだ。

「……ん、ぅ……っ……」

　口の中に異物が入る苦しさに、鼻にかかった声が漏れる。

　硬い先端がレティシアの舌先に擦りつけられる。鈴口から漏れる先走りの液が、何だかとても艶めかしいものに思えた。

「ん……っ」

　雁首の部分までを口の中に入れ、舌を絡ませて奉仕する。

　そうするうちにも、手に持っている幹の部分が脈動しているのを感じた。

「……初めてにしては、上出来だ」

　微かに掠れた声で、アレンが呟いた。

　いつも、アレンに下肢をいじらせたり舐めさせたりしている。

　そうされることがどんなに気持ちがいいことか、すでに体に刻みつけられてしまっている。きっと彼も、同じようにしてもらいたいはずだ。

　レティシアが口で愛撫をするのも、当然のような気がしてきた。

「アレン……気持ちいい？」

「ああ……、我慢できないかもしれない」

　情欲に濡れる黒い双眸に、じっと見下ろされる。ただそれだけで、触れられていない部分までもがじわりと濡れてくる。

「可愛いな、お前は。そんなに一生懸命になって」

　舌と手を使って懸命に仕えている姿に満足したのか、アレンはレティシアの頭を優しく撫でてきた。

　その感触にさえ女花の奥まで疼き、さっきの指淫で得た愉悦が込み上げてくる。

　はしたなくも、内腿にまで愛液が垂れてしまいそうだった。

「……っ、ん……」

　もっと、彼に気持ちよくなってもらいたい。

　その気持ちはあったが、深く咥えるには彼の雄芯は逞しく育ちすぎていた。

　口を窄めて淫らな造形に舌を這わせて、必死に尽くしているものの、この行為の終わりはまだ見えそうにない。

（……抱いてくれたら、いいのに……）

　長い時間の奉仕に苦しみさえ覚えて、眉を寄せてアレンの表情を盗み見た。

　いつものように、指で解された後に抱かれていたら、こんなに焦れったい思いをすることはなかったのに……と。

　そんなレティシアの気持ちを、察しているのだろうか。アレンは意地悪な視線を投げかけてくる。

「この程度だと、満足できないな。もっと、下まで舐めてくれないか」

　その願いのままに、濡れた滾りを必死に飲み込もうとしたが、喉がつまって思わず涙が出そうになる。

　脈打っている竿の裏の部分を舐めて、陰嚢の辺りまで丹念に赤い舌を這わせる。

　口から零れた唾液を手の甲で拭い、再び雁首を口に含んで前後に扱く。

「いいぞ……そろそろ、本当に俺も限界かもな……」

　上目遣いで、レティシアはアレンを覗き見る。

「口に出すか？　それとも、中に入れてほしいのか？　どっちか、お前が選べ」

　問われて、気恥ずかしさに体が熱くなってくる。

　中途半端に留め置かれた欲情が、奥底にくすぶっている。

　アレンに与えられる悦楽を知っているからこそ、自分ひとりではこの疼きを解消できないことがわかるのだ。

「……入れて、ください……」

　彼の雄の部分から口を外し、恥ずかしそうにその願いを言葉にするレティシアに、アレンは満足したように笑った。

「ならば、尻をこっちに向けろ」

「えっ……？」

　これまでにない要求をされて、レティシアは眉を寄せた。

「早く」

　焦れたアレンに促されるままに、ソファーの上で彼に背を向け、四つん這いの姿勢になった。

　途端にスカートを捲られて、中を探られる。

「い、や……」

　拒絶の言葉を漏らしても、何にもならないのは知っている。

　しかし、そんな獣じみた体勢を取らされて凝視されることに、胸の鼓動が高まってしまうのはなぜだろう？

　白い小ぶりの双丘の合間には、薄紅色の窄んだ蕾と、濡れた淫花がきらきらとした蜜を滲ませていた。

「まだ、こんなに濡れていたか」

「……あぁ……！」

「いやらしいな。もしかして、俺を舐めているだけで興奮したのか？」

　からかうように指先で粘膜をいじられるだけで、子宮の辺りがキュッとうねって体中に悶えが広がる。

　膣口をくすぐっていた指の代わりに、熱いものの先端があてがわれた。

　さっき口腔で育てたものの逞しさと粘膜の感触の生々しさを思い出すだけで、花襞の奥から新たな蜜が零れた。

「あ、ああ……、ん……っ」

「あまり触っていないのに、泉のように溢れているじゃないか」

「そんな……っ」

「まるで、洪水みたいだ。はしたないとは思わないのか？」

　揶揄するように言われ、肉体の飢えを実感させられる。

　そう……彼の雄々しい肉茎をいじって、舌で舐めているだけで、奇妙な昂ぶりを感じてしまっていた。

　今も亀頭の先で濡れた花弁をもてあそばれるだけで、熱くてもどかしいような搔痒感が込み上げてくる。

「あ……、はやく……っ」

　早く、彼の猛りを迎え入れたい。

　その体温よりも熱い肉塊を、胎内で感じたくて堪らなかった。

「こっちを向いて、欲しいって言ってみろ。そうしたら、入れてやる」

　顔が見えない状況だから羞恥心は和らいでいたが、尻を高く上げて彼に恥部のすべてを見せている状況が、どうにも情けないことには変わりはない。

（……なのに、顔を見せろだなんて……）

　アレンの意地悪い囁きに、眩暈がしそうだ。

　しかし、愛人という立ち位置である限り、彼を満足させなければならないことも、レティシアは心得ている。

　それに、何よりもこのまま焦らされていたら、気が狂ってしまいそうだ。

　レティシアは後ろを振り向いて、頬を赤らめてアレンに懇願する。

「……欲しいの……、お願いだから……もう、入れて……」

「いい子だな。素直なレティに、ご褒美をやろう」

　低く笑って、アレンは彼女の蜜孔に切っ先を押し当てた。

　膨れ上がった先端部がぬぷりと入り、重みをかけて子宮の奥まで一気に貫かれる。

「あぁ……ッ、……んっ……！」

　肉体を満たされ蹂躙される、待ち侘びた熱さ──根元まで引き抜かれ、激しく抽送されると、堪えても喘ぎが漏れ出てしまう。

「あぁ……、ふっ、あ……っ……！」

　声を漏らさないように、レティシアは近くにあったクッションに顔を押しつけた。

　獣のように背後から抱かれているのに、屈辱よりも悦楽を先に感じてしまう。

「ひゃ……ん、ん……っ、うぅ……っ」

　蜜壺の奥深くを探りながら、アレンは腰を進めてくる。

　レティシアが悶えるたびに、ソファーの座面に胸の先端が擦られて甘美な疼きを走らせる。

（……あ、だめ……狂っちゃう……っ）

　クッションの端を握って、アレンの激しすぎる攻めに堪える。

　しかし、ここが執務室だとわかっていても、どうしても声を押し殺すことができなかった。

「んっ……、ふぁ……ッ、んっ……！」

　体位のせいなのか、いつもより律動が激しく感じる。

　子宮口を抉じ開けられるように奥深くで掻き回され、レティシアの腰が知らぬ間にうねった。

「い、や……そこ、は……ぁ！」

　拒絶しているのに、アレンは行為をやめなかった。

　むしろ、限界に近づいているレティシアをさらに追い詰めようとした。

「……襞がぴったりと、まとわりついてくる。よほど、いいようだな」

　そう言いながら、アレンは臀部の肉を撫でさすってきた。

「……んッ……」

　その感触がもたらす妖しいざわめきと、突き上げの激しさに、レティシアの肉襞が歓喜に震えた。

「……あぁ……、はぁ……ん……ッ！」

　アレンの激しすぎる欲望に翻弄されて、レティシアはいっそう淫らな高揚感を味わっていた。

　レティシアは背をしならせ、与えられる振動のすべてを受け止め、打ちつけられる情熱に身を震わせる。

「ひ……ぃ、あぁ……ン、アレン……っ」

「レティ……、お前の顔が見たい」

　そう言うと、楔を深々と挿入したまま、レティシアの片足を高く抱え上げ、彼女の上体を仰向けに変えた。

「ん……っ、アレン……」

　互いの顔が見える姿勢になると、アレンの深い眼差しに包まれる。

　黒曜石のような漆黒の双眸を見つめているだけで、うっとりしてとろけてしまいそうになった。

（……口づけして、ほしい……）

　抑えきれない欲求が胸に込み上げ、レティシアの視線はアレンの唇に降りていく。

「キスしてほしいのか？」

「はい……」

　気持ちを読んだかのように問われ、レティシアは即座にそう答えていた。

　膝裏を高く抱え上げ、アレンが上に深く覆い被さってくる。

　触れるだけの口づけを何度か与えられた後、激しく唇を吸われた。アレンの濡れた舌先が、レティシアの口の中を丹念に辿っていく。

　長く深い口づけに、恍惚とした表情になる。

「……っ……」

　彼女の深部を犯している肉茎の脈動と、唇や舌にもたらされる濡れた感触。

　二人のつながりのすべてが、レティシアの心と体を欲情で満たしていく。

「ふ……ぅ……っ」

　互いの唇を吸い合いながら、アレンは再び腰を揺さぶり始めた。

　昼の執務室に淫らな打擲音が響き、レティシアの押し殺せない喘ぎと、ソファーがギシギシと軋む音が混じる。

「……ア、レン、……あ、あ……っ、もっと……」

　淫らな劣情に苛まれ、レティシアは足を彼の背に絡めながら懇願した。

「……ここか？」

「あ……、ひゃ、あ……っ！」

　感じる場所を深く穿たれ、与えられるすべての快楽を貪り続ける。

「ん……ッ」

　息も絶え絶えになるほど、きつく内腿を引き攣らせる。

　アレンはそんなレティシアを追い上げるように、彼女の感じる部分を狙って揺さぶりをかけてきた。

「……あッ……、もう、だめ……っ」

「レティ……、いっしょに……」

　体の奥深くから狂おしく湧き上がってくる大きな波に、レティシアの花襞がビクビクと収縮する。

「あ……はぁ……、ん……っ……！」

　愉悦の波にさらわれたとき、アレンは彼女の体をきつく抱き寄せた。

　そして、ほぼ同時に彼女の最奥に熱い飛沫を噴き上がらせた。







４．教皇の陰謀と皇帝陛下への想い








　水曜日会の当日、首元まで覆い尽くす慎ましやかなデザインのドレスに着替え、コンテ侯爵家の紋章がついた迎えの馬車に乗り込んだ。

　アレンからは、護衛騎士だけでもつけるようにと言われたものの、それはヴァレリーに対して失礼に当たるから、とレティシアは固辞した。

　他の令嬢たちは皆実家の馬車を使うし、護衛なんて連れていない。そう聞くと、ひとりだけ違うことをするのは、どうにも居心地が悪かったのだ。

　コンテ侯爵邸は、皇宮から少し離れた高位貴族の邸宅が集まる一画にあり、他の貴族の屋敷と比較しても立派なものだった。

　ごく内輪の集まりと聞いていた通り、今回招かれたのはヴァレリーの音楽教師をしているユリア嬢と、刺繍が得意で皇宮近くのブティックを手伝っているアリアナ嬢、そして、レティシアという三人だけだ。

「わざわざ、来てくださってうれしいわ。ぜひ楽しんでいってね！」

　主催者であるヴァレリーの気遣いのお陰か、レティシアは初めて会う令嬢たちとも気兼ねなく話すことができた。

（本当に、ヴァレリーは優しい女性だわ！　私も彼女を見習って、素敵な貴婦人にならないとね）

　ユリア嬢の弾くピアノの音色を聴きながら、ヴァレリーに薦められたお茶を飲む。

　東方からわざわざ仕入れた珍しいものとあって、いつも飲み慣れている紅茶よりも水色が濃く、苦みが強いように感じた。

「紅茶とは、茶葉の発酵の仕方が違うの。東方では健康にいいと言われているのよ」

　ヴァレリーにそう説明され、アリアナ嬢が頷いた。

「わたくしは少し苦いくらいがちょうどいいですわ。レティシア嬢はいかがです？」

　目の前に用意された宝石箱のように色とりどりの果実を使ったケーキやタルトの甘みを考えたら、若干苦いくらいがちょうどいいのかもしれない。

「私もそう思います。いつも紅茶にはお砂糖もミルクも入れないので」

　そう答えるレティシアに、ヴァレリーは侍女に合図をしてティーポットに差し湯を入れた。

「お茶のお代わりはいかがかしら？　レティシアのために、用意したから遠慮しないでちょうだい」

「ありがとう、ヴァレリー。いただくわ」

　薦められるがまま、二杯目のお茶を飲み終わる頃には快い眠気が襲ってきた。

　窓から入ってくる柔らかな陽射しと、小鳥のように愛らしい令嬢たちのおしゃべり。楽しくて仕方がないはずなのに、お腹が満たされたせいか、瞼が次第に重くなってくる。

「……レティシア、大丈夫？」

　心配そうに話しかけてきたヴァレリーに頷いた途端、レティシアの視界は一瞬のうちに暗転した。







　──まどろみの後の目覚めは、最悪だった。

　気づけば地面が揺れ、その振動で頭がごつごつと何かに当たっている。

（……どうしたのかしら、私……）

　ゆっくりと目を開けると、傾いた橙色の太陽が見えた。

　どうやら、馬車に乗せられているらしい。さっきから感じていたのはその振動だったのだろう。

「どういうこと……？」

　掠れた声で、呟いてみる。

　まだ薄ぼんやりした頭で、レティシアは記憶を整理することにした。

　水曜日会の途中で眠気に襲われて、ヴァレリーが心配してくれたところまでは覚えている。その後、うっかり眠ってしまったに違いない。

　……が、自分がなぜこの馬車の中にいるのか、よく理解できなかった。

　来るときには、コンテ家の馬車を用意してもらった。無論、内装なども貴族が使うに足る豪奢なものだったのをよく覚えている。

　しかし、今視界に入ってくるのは、まるで乗合馬車のように殺風景な空間。座面がガタついているのは、速度を出しているせいだけではない。

　急速に変わる窓の向こうに木々の緑と鄙びた風景が見えた。どんどん帝都の中心の賑わいから離れている気がする。

　ヴァレリーのことを信じたいと思う反面で、どうしても疑惑が湧く。

　わざわざ、離宮ではなく侯爵邸で行うサロンに、レティシアが呼ばれたこと。内輪とはいえ、宮廷で見知った貴族の令嬢が参加していなかったこと……飲み慣れない味のお茶を飲んで眠気を催し、今もだるさが抜けていないこと──。

　極めつけが後ろ手に、縄で手首を戒められていることだった。外そうともがいたが、きつく縛られているため、自分だけの力で抜け出すのは無理だとわかった。

（あのお茶には、何か入っていたの……？）

　窓の外の森林の合間に、古い城壁が現れる。

　教皇庁の管轄の建物に特有の白い石造りの壁、空高くそびえる尖塔は夕暮れに染まり、あたかも血に塗れているような不気味な印象だ。

　レティシアは、この情景に既視感があった。

（まさか……！）

　レティシアの心に、かつての恐怖が甦ってきた。







　──馬車が辿り着いたのは、帝都の外れにあるイネス祭祀場。

　中心地にある教皇庁の本部や神殿と違い、朽ちかけた遺跡だ。修復作業をろくにされていないその場所は近年ではほとんど使われず、人々からその存在をすっかり忘れられている。

　しかしながら、レティシアはそこが存在する意味を知っていた。聖女養成学校にいたときに歴史の授業で習ったからだ。

　この祭祀場は、ペルゴルド帝国の初代皇帝ミカエリス大帝が、戦国の世を統一するため神に生贄を捧げた場所──その時の犠牲者は、大帝の血を引いた実の娘だった。

　こよなく愛する我が子を贄にしても、神の力を借りたかったのだろう。それは、血生臭い話というよりは、上に立つ者は血縁よりも民を大事にするという建国の神話として語られている。

　それ以降、しばらくは建国祭の最大の秘儀として、純潔の乙女を生贄とした祭祀が行われていた。しかし、その残虐さを問題視したミカエリス大帝の配慮により、毎年ではなく数百年に一度に頻度は減らされた。そして、その節目が今年だと聞く。

　そう……レティシアもここで、無残に殺される運命だった。

　対外的な式典が終わった後、教皇と関係者のみがここに場所を移し、百年に一度の生贄を捧げる予定だったのだ。

　悲劇の運命はアレンに出会ったことで覆されたと思っていたが、今、連れてこられた意図を考えると身震いが止まらなくなる。

「どうしよう……」

　冷や汗が、背筋を流れ落ちる。

　鍵が外から開けられ、兵士らしき男二人が中を覗き込む。

「レティシア・グレン。早く出てこい」

「……なぜ、私がここに……」

　声を震わすレティシアに、兵士は忌々しそうに唇を歪める。

「つべこべ言うな。殴られたいのか？」

　そう脅されて、冷たい風が吹きすさび辺りに土埃が舞う中を、レティシアは馬車から降りた。縄の端を掴んだ兵士に後ろから小突かれ、「さっさと歩け」と建物のほうへと促され歩かされる。

　この祭祀場の周囲には高い塀が張り巡らされ、教皇庁の関係者以外は出入りができないようになっている。

　教皇庁管轄の敷地内は神が支配する領域とされるため、ペルゴルド帝国の法律が適用されないし、皇帝の権力をもってしても手出しはできない。

　それゆえ、レティシアがアレンの愛人であろうがなかろうが、宮廷のように敬われるということは一切ない。彼女は今や、ただの『生贄』であり『脱走して神に背を向けた反逆者』なのだ。

　祭祀場の建物の中に入ると、薄暗く禍々しい空気が辺りに漂っていた。

　ただの石造りの建物特有の冷気ではない。骨の髄まで染み渡るような、ひどく不気味な空気が頬を撫でていく。

　松明の炎だけが仄かな灯りを与える長い廊下の先に、大きな天窓からの光が差す一角が見える。そこには、祭壇と巨大な創造主の像があった。

　その前に設置されているのは、聖なる炎を灯した大きな燭台と銀で作られた棺……まさに、清らかな乙女を火にくべる準備がすべて揃っているのだ。

「……これは……！」

　その光景に、レティシアは肩を震わせた。

「おお、レティシア・グレンですね。待ち侘びましたよ」

　低く通る声が、響き渡る。

　どこからか姿を現したのは、白地に金の刺繍が施された法衣に身を包んだ長身の男──教皇ケドリックだ。

　彼の姿は、聖女養成学校にいた時に何度か見たことがある。

　癖のない長い銀髪と紅玉のような双眸が印象的な、人間離れした美貌の持ち主であり、視察に神殿を訪れるたびに、学友たちの視線を釘付けにしていた人物だ。

　神の代弁者と呼ばれ、教皇庁で最も地位が高い男の視線が、今はレティシアだけにまっすぐに向けられている。

（……怖い……）

　美しいとか畏れ多いとか感じるより先に、その赤い眼光に恐怖を覚える。

　お辞儀さえも忘れて、レティシアは呆然としていた。

「猊下に対して、不遜だぞ！　さっさと跪け！」

「きゃあ！」

　背後にいた兵士に突き飛ばされ、レティシアは赤絨毯の上に倒れ込んだ。

　その様子を見た教皇は、薄い唇に笑みを刻んだ。

「いけませんねぇ……大事な贄に手荒な真似は。仮にも皇帝陛下の愛人なのですから、これが帝国領内であれば大変なことになりますよ」

「失礼いたしました、猊下！」

　兵士が頭を下げると、教皇はレティシアに一歩近づいた。

「……レティシアよ、どんな感じですか？　ペルゴルド帝国の皇帝を誘惑して栄華を極めたあなたが、またここに戻ってくる気分は」

　その声には、嘲笑うような響きがこもっている。

「猊下……もしや、わたくしを生贄にするおつもりでしょうか……？」

　震えながら、レティシアは教皇に尋ねる。

　そんな彼女の問いかけを、ケドリックは一蹴した。

「何をとぼけたことを。あなたが贄になるというのは、建国祭における神との約束なのです。あなたのように取るに足らぬ存在が、慈悲深い神の御許に行けることを心から感謝しなさい」

　そう断言されて、愕然とする。

　そもそも、レティシアが生贄に選ばれたのは、女官の中で一番年上の処女だという理由だったはず……それを思い出して、教皇に反論してみた。

「しかしながら、猊下……わたくしはもう穢れのない乙女ではございません。生贄は、処女と決まっているはずではございませんか！」

「……そんなことですか」

「そんなこと……？」

「多少の穢れは、神は目をつぶってくださいます。むしろ、現皇帝の愛人になったのであれば、付加価値さえつきます。さぁ、神の寛大な御心をありがたく思って、おとなしく棺の中に入りなさい」

　紅い双眸が不気味に輝くのを見て、レティシアの背筋が凍りつく。

　自分の運命に抗おうとするが、うまくはいかないようだ。

　一度はアランという救いを与え、この窮地から逃げおおせたものの、二度目に与えられる恩恵はないのだろう。

「いや……！　助けて！」

　レティシアは、逃げようと立ち上がった。

　しかし、待ち構えていた兵士たちに抑えつけられ、ろくな抵抗さえもできない。

　瞬く間に、手だけではなく足までも縛られ、軽々と棺の中に押し込められた。

「助けて、誰かーっ!!」

　そんな彼女を馬鹿にするような、女の哄笑が聞こえる。

　棺の中で身を捩ったレティシアが見たのは、ヴァレリーの姿だった。

　漆黒のマントで身を包むその姿は、貴族の令嬢らしい高雅さと仄かな邪悪さが入り混じっている。

「ヴァレリー……なんで、こんなところに!?」

「なんで、ですって？　いやねぇ……あなたの最期を見届けるために決まっているじゃないの」

　ヴァレリーはゆっくりと近づいてきた。

　棺の中を覗き込み、持っていた扇でレティシアの顎を掬って上向かせる。

「……よくも、アレンディスを誘惑してくれたわね。たかだか準貴族の娘の分際で！　あなたなんか、本当なら皇帝の愛人どころかあの宮殿のメイドにさえなれないのに」

　憎々しげに、そう呟いた。

　彼女の鋭く輝くエメラルドグリーンの瞳を見て、レティシアは悟った。

（あぁ……ぜんぶ、お芝居だったのね）

　最初に会った時から、ヴァレリーはレティシアを憎んでいた。

　友達になるふりをして近づいたのは、裏で教皇と手を組んでいたから……すべては、この祭祀場に連れてくるための罠だったのだ。

　思い返してみれば、アレンのお妃候補の筆頭と言われていたヴァレリーが、皇帝の愛人に優しくしてくれることに、若干の不自然さは感じていた。

　ただ、アレンとヴァレリーが幼馴染みと聞いたから、アレンに友情を感じているヴァレリーが、レティシアに優しく接してくれたのではないか……そう思っていた。

　ところが、その考えは甘かったらしい。

　ペルゴルド帝国のように、古くからの貴族が権力を持つ国では、身分のない者が社会で這い上がることは極めて難しい。

　しかし、例外はいくつか存在する。

　その筆頭は、身分の低い女性が皇帝の側室となり、跡継ぎを産むことだ。正室に跡継ぎがない場合には、側室だとしても国母と認められ、爵位や領地まで授与される。

　アレンには今、妃も側室もいない。正式な婚姻を結んでいなくとも、彼から寵愛を受けるレティシアの存在は、出自が悪いと言えどもけっして無視できるようなものではない。

　彼女を目障りだと思わない妃候補は、誰一人いないだろう。それくらいは、レティシアにも想像することはできた。

　ショックを受けたのは、初めてできたと思った友達に裏切られたことだ。

「……やっと、友達ができたと思っていたのに……」

　堪え切れない悲しみに、青い瞳からひと筋涙を零す。

　それを見下ろすヴァレリーは、嘲るように笑った。

「あはは！　友達ですって？　笑わせないでよ」

　次の瞬間、レティシアに痛みが走る。

　持っていた扇の先端で、ヴァレリーがレティシアの頬を打ったのだ。

「世間知らずなあなたに、教えてあげるわ……友達っていうのはね、立場が同じ間柄じゃないと成立しないものよ」

「……そんな……！」

「どうせ乞食同然に、アレンディスの情けに縋ったのでしょう？　そんな卑しい女を、このわたくしが友達だなんて認めるわけがないじゃない」

　そう詰られたら、返す言葉もなかった。

　生贄にならないためなら、実際、レティシアは何でもやるつもりだった。ヴァレリーが言う通り、アレンの情けを請うような真似をした。

　あの時、相手が他の男だったとしても、きっと自分は同じようにしただろう。それが卑しいと言われるなら、きっとレティシアは卑しいのだ。

　ただ、他の道があっただろうか……神から聖女としての能力を与えられず、家族にも見捨てられ、自分の命を自分で守るしかなかったのだから。

　声もなく泣き続けるレティシアと、彼女を睨みつけているヴァレリー。

　二人の様子を見て、悲しそうな表情で教皇はため息を漏らす。

「……ヴァレリー嬢、お怒りはごもっともですが、顔に傷をつけるのはよくありませんねぇ。純潔を失ったこの娘の美点は、姿形の美しさだけなのですから」

　たしなめる教皇の声に、ヴァレリーは棺から下がって腰を折った。

「申し訳ございません、猊下。これまで鬱憤が溜まっていて……」

「無理もありません。いずれにしても、あなたはあくまで協力者の立場です。おとなしく、そこで祭祀を見守っていてください」

　さすがの教皇も神の御前での諍いは、見苦しいと感じたのだろう。

　ヴァレリーがおとなしく信者用の椅子に座るのを見て、横に控えていた司祭に合図を送った。

「さて、準備を始めるとしよう」

　前に出た司祭は、大きな壺を手にしている。棺に近づいて、神への祈りを捧げてから、レティシアの全身に香油らしき液体を垂らしてきた。

　建前としては、世の穢れを祓うため……実際のところは、生贄の体を燃やしやすくするための燃料代わりという意味合いだろう。

　その意図に感づいたレティシアは、咄嗟に声をあげた。

「いやっ！　やめてください！」

　首を振って半狂乱になる彼女を見守る人々には、悪魔のような笑みが浮かんでいた。

　そう……彼らは神の代弁者でも、神の信徒でも何でもない。

　建国の時点で何の犠牲があったにせよ、生身の人間を贄として望むような存在は、そもそも神などと呼べる神聖なものではないはずだ。

　今自分は、神ではない何者かに焼き殺されようとしている。

　その瞬間、レティシアが胸に浮かんだのはアレンの姿だった。

　レティシアに神よりも崇める存在がいるとしたら、それは他でもないアレンだったのではないか。

（……もう、会えないの……？）

　ほんの短い間だったが、二人で過ごした時間は果てしなく甘美なものだった。

　これまで誰にも必要とされなかった彼女が、ようやく自分を求めてくれる誰かに出会ったと感じられる日々──。

　それが、正式な皇后を娶るまでの間でも構わない。できれば、もう少し続いていたら……もう少し、甘い夢を見させてもらえたらよかったのに。

　アレンの黒曜石のような瞳に見つめられた数多の夜の記憶が、火にくべられて塵になってしまうことが、どうしようもなく悲しかった。

　少なくとも、彼だけはレティシアを大事にしてくれた。

　肉体関係を持つことが前提の結びつきでも、これまでの人生で信じられる相手と出会ったことがなかったし、あんなにも誰かから激しく求められ、甘い言葉を囁かれたこともなかった……。

　だから、今ここで初代皇帝の建国神話の通りに生贄となることが、アレンが守るこの国の繁栄につながるのならば、それでもいいような気さえしてくる。

（アレン……、私の死があなたのしあわせにつながりますように……）

　レティシアは、アレンの顔を思い浮かべながらそっと目を閉じる。

　脳裏には、優しく彼女に話しかける彼の面影が陽炎のようにちらついていた。

「おや、ようやく観念しましたか」

　涙を流しながら瞼を閉じたレティシアを見て、教皇は愉快そうに笑う。

「それでいいのですよ。あなたは、皇帝の愛人より、神の贄になるほうが似合っているのですからね……さて、では儀式を始めましょうか」

　教皇は棺の前に跪き、古語で祈りを捧げ始める。

　ペルゴルド帝国の繁栄と平和、農作物の豊穣とを祈願するものだということは、聖女養成学校で祈りの種類をすべて暗記させられたからレティシアは理解できた。

　傍らに立つ司祭が、燃え盛る松明を彼女の棺に灯そうとしたその時だった──神殿の入口が、激しい音をたてて開いたのは。







「ケドリック！　祭祀は中止だ！」

　低く通る声が、神殿の中に響き渡る。

　馬のいななきとともに、祭壇の近くまで数人の騎兵が駆け寄ってきた。

（……何が起こったの……!?）

　驚きに目を見開いたレティシアの視界の端に飛び込んできたのは、宮廷で見たことがある皇室騎士団の制服──そして、その先頭にいるのは、皇帝アレンディスだった！

「おや、これは……アレンディス陛下ではありませんか」

　突然の侵入者に、教皇の顔色は変わっていないようだ……いや、冷静を装っているだけだろうか？

「ここは帝国の敷地ではございません。許可なく立ち入られては困りますねぇ」

　祭壇の前で対峙する権力者たちの視線は激しくぶつかり合い、火花が散りそうな勢いである。

　馬から飛び降りたアレンは、教皇の柔和な美貌を真っ向から睨みつける。

「ふざけるな……お前は、必要のない生贄を捧げようとした。しかも、俺の女を……だ！」

「それは、聞き捨てなりませんな。神の生贄を横取りして、ご自分の褥にはべらせたのはどこのどなたでしょう？」

「何っ!?」

「わたくしは神の代弁者として、教皇庁の管轄内で定められた儀式をしようとしているだけでございますが？」

　もっともらしい教皇側の主張を、アレンは鼻で笑った。

「不可侵条約があるなんてことは、誰でも知っていることだ。しかし、帝国民が被害者となる事件が起こった場合、例外的な措置を取ることは許される……初代皇帝の時代から、それは法律で定められている。お前を殺人未遂と皇室侮辱罪の両方で、裁いてやるから覚悟しろ！」

「殺人未遂とは、また面白いことを！　当日、間に合わなかった祭祀を、今やることが殺人だとおっしゃるのですか？　元はと言えば、どなたかが神殿の女官をかどわかしたせいではございませんか？」

「何を……!?」

　今度は怒りに拳を震わせるアレンを、教皇が嘲笑う番だった。

　両者とも、睨み合ったままで一歩も引かない。

　皇帝と教皇が対立するこの異常事態を察知し、奥に控えていた神殿の兵士たちが恐る恐る顔を覗かせる。

　遅れてやってきた配下の者たちに、教皇は声を荒らげた。

「……おい、さっさと侵入者を排除しろ！　皇帝だろうが、近衛兵だろうが構わぬ。ここは、教皇庁の領地なのだからな！」

「は、はいっ！」

　すっかり余裕を失くした教皇の指示で、神殿の兵士たちが剣を抜く。後方にいた十人ほどが援護に回って、アレンたちに襲いかかっていった。

　それを皮切りに、祭祀場という神聖なる場にあるまじき戦いが繰り広げられる。

　祭壇の棺の中に寝かされているレティシアからは、その戦闘のすべてが見えるわけではない。しかし、剣が交わる金属音と負傷した者の叫び声が建物内に響くのを、震えながら聞いていた。

　自分のためにここに来たアレンがもし怪我をしたら……万が一にでも、命を落とすことがあれば、レティシアは自分が死んだほうがいい、とばかりに思い詰める。

　──が、実際のところ、そんな彼女の不安は杞憂に終わった。

　元々、軍人として訓練してきたアレンは、戦争英雄と崇められるだけに剣の達人なのだろう。瞬く間に致命傷を与え、兵士たちの戦闘意欲を削いでいく。

　近衛騎士団の面々も一人が十人分もの働きをする手練れの者。宗教施設を守ることが主目的の兵士とはレベルが違う。

　この勝負は、最初から決まっていたようなものだった。

　盾になっていた部下たちを失って、教皇はその場から逃げようとしたところを、近衛兵に捕獲される。

　白い法衣の袖を掴んで、アレンは教皇に剣を突きつけた。

「……この程度で終わりか？　それとも、ケドリック。お前が俺の剣を受けてみるか？」

「ひ、ひぃ……命だけは助けてくれっ」

　さっきとは打って変わって弱音を吐く教皇に、アレンは侮蔑の表情を浮かべる。

「面白い。平気で人を焼き殺そうとするお前でも、自分の命は惜しいのか？」

「ご、ご慈悲を……！」

「お前が奉っている神と違って、俺には慈悲など持ち合わせていない。ただ、ここですぐに殺すよりは、罪をすべて暴いて社会的制裁を与えてから処刑するほうが愉快だろうな。特にお前のような立場の者の場合は」

「……っ!!」

　この先のことを思ってか、顔面蒼白になった教皇はその場に崩れ落ちた。

　それを見下ろしながら、アレンは近衛兵に指示を出す。

「教皇猊下を、宮殿の地下牢にお連れしろ。これまでにない大物だから、くれぐれも丁重にな！」

「はい、陛下！」

　近衛兵たちが、手際よく教皇の手足を縛り、馬に乗せて去っていく。

　その姿はさながら、大きな芋虫のようだ。ペルゴルド帝国皇帝と同等ともいえる権力を持つ教皇としては、さぞかし屈辱的な扱いだろう。

　その様を見て、アレンは唇を歪ませた。

「陛下、コンテ侯爵令嬢はどうされますか？」

　ヴァレリーの姿は、その場から消えている。

　教皇庁側の劣勢を悟り、先にここから逃げたのだろう。

「そうだな……侯爵家に使いをやって、身柄を拘束しろ。貴族の令嬢とはいえ、殺人未遂の共犯だ。放っておくわけにはいくまい」

「御意！」

　近衛兵の半数がその場を去ると、アレンは祭壇に設えられた棺に近づいた。

　痛ましい表情で、その中に寝かされているレティシアを見つめる。

「……レティシア、怖かっただろう？　もう大丈夫だ」

「アレン……」

　ほっとした様子の彼女の眦には、涙が滲んでいる。

　火にくべられ生贄にされる恐怖と、わざわざここまで来てアレンが助けてくれたという驚愕──その両極を経験して動揺していた心も、ようやく落ち着きを取り戻そうとしていた。

「こんな目に遭うなんて、怖かっただろう……お前を苦しめたあいつを再起不能にしてやるから楽しみにしていろ」

　彼女の手足の枷を切ってやりながら、アレンは教皇に悪態をつきまくった。

　憮然とした表情や、仕種のひとつひとつさえも愛しくて仕方がない。

　こういう場合に、皇帝の権利がどの程度及ぶのかレティシアにはわからない。

　宗教的な問題になるから、ふつうは裏取引程度で済ませる気がするが、アレンは教皇庁のトップを相手に、本気で裁判沙汰を起こすつもりだろうか──。

　自分のせいでアレンの立場が悪くならないように願うしかなかった。

「ありがとうございます。あなたに助けられるのは、もう二度目……私の命の恩人です。どうお礼をしたらいいか……」

　ようやく戒めを解かれ、立ち上がったが膝ががくがくと震えていた。

　無理もない──さっきまで、恐怖のどん底を味わっていたのだ。歩こうとしても、ふつうに歩くことができそうにない。

　その瞬間、ふわりと視界が宙に浮き上がった。

「きゃっ！」

　アレンに軽々と抱きかかえられたことを知り、恥ずかしさに頬を赤く染めた。

「まるで羽のように軽いな、お前は」

　うっとりとしたようにそう呟きながら、アレンは彼女を馬に乗せてやる。

　そして、自らも彼女の後ろに乗り、護衛の騎士たちとともに禍々しい祭祀場を後にした。

「感謝の気持ちは、その体で払ってもらうからな」

「えっ……」

「今夜は寝かせない、っていうことだ」

　その囁きに、どうしようもなく体が熱くなる。

　ドキドキしているのは、きっと自分だけではない。頬に感じる彼の逞しい胸からは、少し速い鼓動が聞こえていたから──。







５．想いが通じ合う夜








　皇宮に帰還する頃には、辺りはすっかり闇に覆われていた。

　馬から降ろされたレティシアは、宮殿の入口で再びアレンに抱き上げられる。

　これまで執務室や寝室など人目がないところで、睦み合ったことはもちろんあるが、今回はむしろ見せつけるかのようだった。

　騎士や侍女など臣下の者たちが行き交う場所で、皇帝アレンディスがここまで親密な振る舞いをしてくるのは異例なのだろう。顔を赤くしているのは、抱きかかえられているレティシアだけではなく、運悪く目が合ってしまった彼らも同様だった。

　ただ、今回ばかりはやむを得ない。

　あまりにショックが大きかったせいか、皇宮前で馬を降りたときに、情けないことにまだ足がおぼつかない状態だったから。

　そうは言っても、どこまでも彼に抱えられていくわけにはいかない。

「……アレン、そろそろ降ろしてください」

　すれ違うメイドたちの好奇の視線が痛すぎて、レティシアは思わず懇願する。

「もうすぐだ。俺の部屋についたら、な」

　その言葉通り、アレンは自らの寝室へと彼女を連れて入った。

　ようやく解放されると、皇宮に無事に戻れたという安堵が心を満たしてくる。

　生贄になるところを彼に助けられたのは、もうこれで二回目。死への恐怖が強ければ強いほど、彼への感謝の気持ちが溢れてくる。

「……本当に、ありがとうございました。私がここにいられるのは、あなたが助けてくれたからです」

　まっすぐに見上げた黒い双眸は、優しく細められた。

「俺もお前が、ここに戻ってきてくれてうれしい」

　頬に手を添えられ、軽く触れるだけの口づけをされた。

　もっと、触れてほしい。アレンの体温をもっと感じたい……と、どこからともなく渇望が込み上げる。

　見つめ合っていると、アレンの視線は彼女の衣服に落とされた。

「さっきから、甘ったるい匂いがする」

「あっ……」

　それまで気づかなかったが、生贄の儀式のためにかけられた香油が、髪やドレスにべったりと染み込んでいる。

　そして、馬の上で体を密着させていたアレンの上着にも、その香りは付着していた。

「あの狂った教皇にされたすべてを、まず清めないといけないな」

「わ……、ご、ごめんなさいっ！　上着、汚れちゃいましたよね!?」

　慌てるレティシアを、アレンは流し見る。

「そんなことは構わない。とりあえず、体を清めるぞ」

　腕を引かれて連れて行かれたのは、タイルが敷き詰められた大きな部屋だ。奥に設えられた浴槽から、ふわりと湯気が上がっている。

「……ここは、浴室ですか？」

　日頃、使っているものと異なる設備に、レティシアは思わず尋ねていた。

　一般的に貴族の家庭で使われるのは楕円型の浴槽で、後宮で与えられた寝室にも同様のものが置かれている。

　準備にはそれなりに時間も手間もかかるが、ここでは仕組みが違うらしい。庭の噴水と同じような原理を使っているのか、湯口から湯が溢れ出ている。

「ここだけ先代が改築したのだ。皇帝たる者、常に水も湯もふんだんに使えなくてはいけない、とな。そんなことに血税を使うのは問題だと思ったが、すぐに身を清めたい場合には、けっこうこれが役に立つ」

　そう言いながら、アレンは着衣を脱ぎ始めた。

「お前も、さっさと脱ぐがいい。俺が体を洗ってやろう」

「えっ……、そんなことを陛下にさせるわけには……！」

　レティシアはその言葉に慌ててしまう。

　体を洗うのは、侍女の重要な仕事のひとつだ。ペルゴルド帝国の現皇帝であるアレンに、そんな真似をさせるわけにはいかない。

「お前も学ばない女だな。二人きりの時は、陛下はやめろと何度言ったことか」

「も、申し訳ございません！」

　レティシアの狼狽を他所に、アレンは彼女のドレスの背にあるボタンを一つ一つ外していく。

「そんな緊張しなくてもよい」

「アレン……」

「綺麗な肌だ……さっき、小汚い手でお前に触れた衛兵たちを、皆殺しにしてやりたいものだな」

　物騒なことを呟く声さえも、甘く感じる。

　レティシアを思っているゆえの言葉だからこそ、胸の内側がくすぐったくなる。

　器用な指先がコルセットの戒めを解き、レースをあしらわれたペチコートの肩紐を落とせば、彼女の肌を覆うものはドロワーズのみ、というあられもない姿になった。

　外はすっかり陽が暮れているが、明るすぎない程度に調整された燭台の炎が、ぬけるように白い肌を淡い橙色に染める。

　裸体を露わにされた途端、レティシアは胸の膨らみを手で隠した。

「何を隠す？　お前の体なら、隅々までよく知っているのに」

「でも……」

　恥じらう彼女の腰を、アレンは背後から抱き寄せてきた。

　明らかに隆起した雄の部分は、服の生地の上からでもその硬さがわかった。

　それを腰の辺りに感じるだけで、ドキッとしてしまう。

「もしかして、下着まで脱がしてほしいのか？」

　からかうような口振りに、レティシアは慌てて否定する。

「いえ、大丈夫です！」

「そうか。じゃあ、先に入っていろ。俺も支度をする」

　首筋にキスを落とされ体を放されると、慌てて帝国の紋章があしらわれたつい立ての向こう側に逃げ込んだ。

　何人も同時に入れそうな大理石の浴槽には、すでに湯がたっぷりと張られている。小さな白亜の女神像の下に給水口があり、そこから湯が流れ出る仕組みになっている。

　足先から恐る恐る入ってみるが、ちょうどいい湯温だった。ゆっくりと体を沈めると、服をすべて脱ぎ捨てたアレンが続いて入ってきた。

「レティ、こっちに来い」

　浴槽にしゃがみ込み、レティシアの手を引いて向き合わさった姿勢を取らされた。

　見惚れてしまうほどに逞しい胸板……そして、透明な湯の下にはすでに勃ち上がった性器が視界に入ってくる。

（……何度見ても、慣れないわ……）

　顔を赤くして、レティシアは目を逸らしてしまう。

「そんなに、恥ずかしいのか？　耳まで真っ赤だ」

「……お湯のせいです……」

　言い訳する彼女の手を取って、アレンは自分の中心部に導いた。

　感触の生々しさに、思わず震えてしまう。

「お前を見ているだけで、自然にこうなってしまうんだ。恥ずかしいのは、お前だけじゃない」

　自分がアレンの姿を見るだけで、感じてしまう奇妙な興奮。それをアレンも感じていることがわかって、うれしい気持ちさえある。

「まずは、体を清めよう」

　そう言ってアレンは小さな海綿を持ち、レティシアの体にいい香りのする泡を余すところなく擦りつけていく。

「……んっ……」

　体を柔らかに洗われていると、不思議な気分になる。

　さっきまで死の瀬戸際にいたことが嘘みたいだ。

　手足を縛られて火をつけられそうだったのは、ほんの数時間前の話──会えないと思っていたアレンに窮地を救われ、こんな風に二人きりの時間を過ごしている。

　それがあまりにうれしくて、彼が望むことなら何でもしたい気になった。

（喜んで、くれるのかな……ここを触ったら）

　ドキドキしながら、掌中にある逞しいものをいじる。脈打つ竿の部分から強張った雄芯の先までを軽く擦ると、アレンが呟いた。

「……これは、驚いたな。言わなくとも、こんなことをするなんて」

「どうですか？」

　頬を赤らめながら拙い愛撫を続ける彼女に、アレンはそっと口づけを与えた。

「うまくなったじゃないか、レティ」

　至近距離で見る黒い瞳は、情欲に濡れている。

　そうするうちに、アレンが手にした海綿は彼女の首筋から細い肩を拭っていく。

　入浴時に侍女に体を洗われることには、ずいぶんと慣れたはずだった。なのに、なぜ彼の手でされるだけでこんなに恥ずかしいのだろう。

　その答えは、レティシアが一番わかっている。きっと、その先にある淫らな遊戯を予感させるからだ。

「……あぁ……、んっ……」

　泡だらけになった豊かな両胸を柔らかく揉まれ、レティシアは喉を仰け反らせた。

　敏感な突起を指先でいじられるだけで、ゾクリとするような快感が体全体を駆け抜けていく。

「どうした？　俺は洗ってやっているだけなのに」

　素知らぬふりをして、アレンは彼女をからかった。

「ん、あぁ……！」

「いい顔をしている。肌が紅に染まって、とても愛らしい」

　うなじに唇を落としたあと、耳朶を噛みながら囁いてくる。

「俺も我慢できなくなるから、もう放していいぞ。その代わりに、お前の花をいじってやろう」

　そう言うと、胸をもてあそんでいた手を下に滑らせ、レティシアのふっくらとした恥丘をまさぐってきた。

「……ふ、あぁ……、そこは……」

　恥ずかしさに、レティシアは首を横に振る。

「ここは清めないとだめだろう？　ただでさえ、複雑な形をしているんだ。じっくり、時間をかけないと……」

「……ん……っ……」

　反論できずにいるうちに、アレンの手は金色の繊毛が覆い隠す場所を撫で、レティシアの両脚を割ってくる。

「ふぅ……、んぁ……っ」

　微かな喘ぎ声が、浴室に響いた。

　彼の指先が器用に花弁を開き、包皮に埋もれた真珠を探り出して、ぐりぐりと刺激してくる。

「はぁ……、だ、めっ、そこ……っ……！」

「素直じゃないんだな。本当は、気持ちがいいくせに」

　囁く声に、思わず身震いしてしまう。

「……ア、レン……っ」

　体が温まっているせいなのか、感覚がいつもよりも鋭くなっている気がする。

　指先でもてあそばれるだけで、肉体がどうしようもなく火照った。

　湯に逆上せたわけではない。レティシアの内側から込み上げてくる熱のせいで、子宮が疼いて堪らなかった。

「あ、だめ……！」

「じゃあ、こっちならいいのか？」

　そう問いかけながら、アレンは膣孔をねちねちといじり、すっかり潤み切った粘膜を開いてくる。

　湯ではない液体でぬるむ蜜壺は、内部を犯す指を二本に増やされても、貪欲に受け入れてしまう。

「はぅ、……ん、ん……っ、あぁ……！」

　湯の中での指戯に喘ぎながら、レティシアはじれったさに嬌声をあげた。

　いつも、アレンは丁寧すぎるほどに時間をかけて、彼女の花を解きほぐす。

　もっと違うものを入れてほしくて堪らなくて、知らぬ間にレティシアの淫肉はキュッと収縮した。

「お前の内側が、ヒクついてるぞ？」

「あぁ……」

「こんなに蜜を溢れさせてどうした？　そろそろ、俺が欲しくなったか？」

　そう問われると、頬を赤く染めてレティシアは小声で呟く。

「……ほしい……です……」

　素直に自身の欲望を口にする彼女に、アレンは意地悪く囁いた。

「じゃあ、自分で俺の上に乗ってみろ」

「……っ！」

　たしかに、さっきまで手で育んでいた彼の昂ぶりはレティシアのすぐ目の前にある。少しだけ体をずらせば、すぐに交わることができるのだ。

　浴室でこんな不埒なことをする気恥ずかしさは、込み上げる欲求の前にたやすく弾け飛んだ。

　一刻でも早く、焦れた肉体にアレンの激しさを感じたい。

　その衝動が強まって、レティシアは彼の屹立を手にして、自らの花園へと導いた。

「……ん……っ……！」

　羞恥に瞳を閉じながら、昂ぶりを埋め込もうとするレティシアの背を、アレンが抱き寄せてきた。

　さっきよりも容量を増した肉茎が、濡れた襞を開いて、レティシアの胎内へと押し入っていく。

「……あぁ……、アレン……っ……」

　待ち望んでいた灼熱に、思わず彼の名を呼ぶ。

　中途半端に疼いていた花襞を満たされる感覚に、ゾクリと肌が粟立った。

「レティ……そんなに、焦らすな」

「……んっ、あぁ……！」

　湯の中で交わることに慣れなくて、うまく動けないでいる彼女を見かねて、アレンが下から腰を突き上げてきた。

「あー……っ、あぁ……っ」

　豊かな胸をアレンの逞しい胸板に押しつけながら、レティシアは背を仰け反らせた。

　アレンは彼女の華奢な足を抱え、硬く雄々しい肉剣で子宮口まで穿ち、膣口が拡がりそうなほどに掻き回してくる。

「や……っ、奥が……！」

　肉体の奥深くに響く律動に、レティシアは泣き声をあげる。

「奥が、どうした？　感じるのか？」

「あっ、……あぁ、もっと……アレン……！」

　羞恥心を捨ててねだる彼女を、湯が浴槽から零れ落ちるほどに激しく、強く揺さ振り続けた。

「はぁ、ああ……ん……っ！」

　下肢を突き上げる熱量と圧迫感に、媚肉がきゅっと収縮する。

　深く貫かれて、内側から愉悦が湧き出てくる。あまりの快楽に気が遠くなりかけたが、レティシアはアレンの首筋を抱き寄せて堪え続けた。

「可愛いな、レティ……お前だけだ。こんなに、俺を夢中にさせるのは……」

「あ……っ、アレン……っ」

　耳に心地よい言葉に感応して、彼を受け入れている下腹部が熱く疼いた。

「どんなに抱いても、飽き足りない。お前は、どんな魔法を俺に使ったのだ？」

「……な、何も……」

「そう言えば、お前は聖女の血筋だと言っていたな。きっと、俺にだけ魅惑の魔法が使えるのだろう」

「そ、んな……っ」

　からかうようにそう言うと、アレンはレティシアの腰を浮かせ、欲望の滾りを抜き去った。

「あぁ……っ……」

　肉体を満たしていた肉塊が失われ、名残惜しげにため息が漏れる。悦楽の最中に中途半端に放り出されて、満たされかけていた欲情が頼るべきものを失くす。それは、ひどくもどかしい感覚だった。

　そんな彼女を、アレンは淫らに誘ってくる。

「尻をこっちに突き出してみろ」

　背後から犯されると、雌花ばかりか後ろの窄まった蕾までも晒すことになる。それは羞恥というより屈辱に近い。

　しかし、中途半端に放り出されたレティシアに、戸惑う理由はなかった。

　浴槽の縁を掴んで上体を落とした姿勢になり、後ろを振り向いた。

「……アレン、これでいい……ですか？」

　あまりの恥ずかしさに、小声になってしまう。

　悩ましげに揺れる彼女の臀部を撫でながら、アレンは小さく笑った。

「いい格好だ。お前が好きなところを、望むだけいじってやろう」

　その艶を帯びた低い声に、レティシアの下肢が物欲しげにうねる。

　前に回したアレンの指が、淡い繁みの中に埋もれた花芯を捉えて、弧を描くようになぶった。

「あッ……、くっ……！」

　ぐりぐりといじられながら、彼の雄芯の先端が花園を探ってくると、レティシアは背筋を震わせた。

「……物欲しそうに、吸いついてくるぞ。そう言えば、ここをいじられるのが好きだったな、お前は」

「ひゃ……、ん……っ……！」

　アレンはレティシアの熟れた肉体を、背後から犯してきた。

　濡れそぼった蜜口を貫いた灼熱が、ヌプリと音をさせて奥まで突いてくる。

　抽送が激しくなるにつれ、肌と肌がぶつかり合う音とレティシアの喘ぎが、浴室にこだました。

「あ、あ……あぁ、だめ……壊れちゃう……、っ……！」

　与えられる愉悦の激しさに、レティシアが悲鳴のような声をあげた。

「嘘を言うな。こんなに、お前の体は喜んでいるというのに」

「……や、ぁ……っ、ひっ、あ……はぁ……っ！」

　奥まで突かれて揺さぶられた瞬間、レティシアは激しい歓喜の渦に巻き込まれた。

　狂ってしまうほどの快感が、体の中を駆け巡る。肢体が細かに震え、熱い欲望を咥え込んだ襞が収縮した。

　陸に打ち上げられた魚のように、ビクビク震える彼女の淫花を味わうが如く、アレンは一旦動きを止める。

「……は、はぁ……っ」

　あまりの快楽の強さに息を切らしている彼女を、アレンは後ろから抱きしめる。

「レティ……お前ほど、具合がいい女はこの世に存在しない」

「……アレン……」

　うなじに感じる柔らかな唇に、レティシアはうっとりと目を閉じる。

「一生、俺はお前以外を抱くことはないだろう」

　それは、肉体関係がすべての愛人にとって、この上ない賛辞だった。

　閨の戯言だとしても、構わない。実際には、ありえないことだとレティシアは知っている。

　これから皇后を選ばなければならないアレンが、他の女性を抱かないわけにはいかないのだから……。

　それでも、アレンがくれる言葉の優しさに、胸がいっぱいになる。

「アレン……私も、あなただけ……です……」

「本当か、レティ？」

「……んっ……」

　答えを聞く前に、アレンは前に回した手で、柔らかな乳房を揉みしだいてくる。

　先端の突起をなぶられると、一時落ち着いていた肉欲の疼きが湧き、再びレティシアを苦しめてくる。

「……は、ぁ……、だめ……そんな、だめ……っ！」

　執拗な胸への愛撫を加えるアレンは、彼女の拒絶を嗤った。

「……何を言う？　俺はまだ満足していないぞ」

　レティシアの内側に喰い込んだ熱杭は、一向に萎える気配はない。むしろ、猛々しさを増している気がした。

　ひとしきり豊かな胸をなぶったあと、アレンは達したばかりで過敏になっている蜜筒を突き上げていく。

「あぁ、ああっ……」

　グリグリと腰を押しつけられるだけで、レティシアの潤む襞は歓びに悶える。

　過ぎた悦楽に身を捩った彼女は、再び迫りくる歓喜の波を追うように、自ら腰を揺らし始めた。

「……はぁ……っ、だめ、もう……あっ、ひゃあ……んっ……ッ！」

　喘ぎを断続的に漏らし、レティシアが頂点を見たのと、アレンが情熱の証を最も奥深い場所に迸らせたのは、ほぼ同時のことだった。

「愛している、レティ……」

　達したばかりで力が入らない肉体を背後から抱きしめられ、ふわりとレティシアは微笑んだ。

「……愛している、お前だけだ」

　彼の甘い囁きは、レティシアの自尊心を柔らかくくすぐった。

　親の愛も知らず、神にも信教にも無残に裏切られた彼女にとって、アレンは初めて人としてまっすぐに見つめてくれた相手だ。

　そして、レティシアも深くアレンを求めている。誰からも価値を見出されなかった自分を、こんなにも大事にしてくれているのだから。

　優しい嘘だとしても、アレンが囁いてくれる嘘なら、信じるふりをしよう。

　レティシアは、そう思いながら呟いた。

「私も愛しているわ……アレン……」

　二人は体を密着させたままで、酩酊にも似た深い充足感を味わい続けた。







　髪を乾かしてから寝室に戻ると、先に戻っていたアレンは濃紺のガウン姿で窓際に佇んでいた。

　レティシアの顔を見ると、彼女の前に進み出る。手には、革張りの小箱を持っていた。

「これを、受け取ってくれるか？」

　いつになく真剣な面持ちでそれを手渡してきたが、あまりに唐突な贈り物にレティシアは戸惑った。小箱を開けてみると燦然と輝くサファイアを無数のダイヤモンドが取り囲んだ、とてつもなく高そうな指輪が入っていたからである。

「……これは……」

　これまで、アレンから色々なものを与えてもらった。

　この皇宮の居心地のいい部屋や、豪奢なドレスやアクセサリー類など、正式に側室になってもいない愛人が使うには過分なものばかり。

　しかし、この指輪に使われているサファイアは、この国では特別な意味がある。

　ペルゴルド帝国を象徴する青は、『輝けるロイヤルブルー』と呼ばれている。すなわち、サファイアは王族しか身につけることを許されない高貴な宝石なのだ。

　そんな身分不相応なものを、なぜ贈ってこようとするのかわからず、レティシアは黙り込んだ。

「当初のお前との契約は、解消しようと思う」

「……っ！」

　そう言われ、ようやくアレンの意図がわかった。

　初めてここに来た時、彼と約束したこと……それはレティシアの命を助ける代わりに、彼女がアレンに体を差し出すことだった。

　アレンはすでに二度、彼女の窮地を救った。しかも、諸悪の根源である教皇ケドリックは地下牢に囚われ、二度とレティシアを害することはない。

　これ以上、レティシアを後宮に置いておく必要はない、とアレンは判断したのだろう。

　彼女がずっと後宮にいれば、ヴァレリーのように妃候補の嫉妬を煽ってしまう。

　一国の皇帝が有力貴族の娘を娶るのは当然の義務──その前に、レティシアときっぱり別れたいと思っても不思議はない。

　これから身寄りもなく街で暮らす彼女のために、高価な宝石を贈ってくれるのだ……万が一のときに、どこかで売れば一生働かずに済むほどの金貨が得られるから。

（……どこまでも、優しいのね……アレン……）

　ここを出た後の生活にまで心配してくれることに、ひたすらに感謝しかない。

　感謝はする……けれど、落ち込まないわけではなかった。さっき抱き合った余韻が冷めない今、そんなことを切り出されたらさすがに胸が痛む。

　眦に涙を滲ませて、レティシアはアレンに微笑んだ。

「……ありがとうございます。短い間でしたが、お世話になりました」

　その反応に、アレンは目を瞬かせた。

「レティ、お前は何か勘違いをしているようだ」

「……どういう風に……？」

　どうやら二人の意図は、うまく噛み合っていなかったらしい。

　アレンは困ったように、肩を竦めて言った。

「すまない。俺が言葉足らずだったのだろうな……」

「……？」

「きちんと説明しよう。契約の解消と言ったのは、お前を愛人として扱うのを、今日限りにしたい……ということだ」

　最初ここに連れられてきた日、彼と契約したことはたしかに『命を守る代わりに、アレンの愛人になる』というものだった。

　その契約を解消するということが、レティシアが皇宮を去ることと同じ意味でないとしたら、いったい何だというのだろう。

「……お前のことを知ったのは、建国祭の半年前だったろうか」

　おもむろに、アレンは過去を振り返り始めた。

「俺は枢機卿の何人かと通じて、教皇庁の状況を改善しようとしていた。しかし、帝国内であればともかく、教皇庁内部については皇帝でも口出しすることはできない……だから、神殿に内偵を入れて様子を窺っていたのだ」

「そう、なんですね……」

　レティシアは、相槌を打った。

　たしかに、ペルゴルド帝国の皇帝がわざわざ女官ひとりのために、お忍びで遣いを寄越したのは不自然だと思っていた。しかも、それが建国祭の前夜だったのだ。

　立場上、根掘り葉掘り尋ねることは不遜だと思って、その疑問は長らく胸の内に秘めていたが、そういうことだったとは。

「お前が生贄に選ばれたのは、そもそも俺の責任かもしれない」

　アレンは、僅かに視線を落とした。

「教皇ケドリックは、予知夢を見る術に長けている。コンテ侯爵家からの依頼で、娘のヴァレリーが無事に皇后位に就けるかどうか視たところ、金髪碧眼の女官に邪魔される、という啓示を受けたそうだ」

「えっ……！」

「だから、建国祭に本物の人間を生贄に捧げるという神との約束と、コンテ侯爵家からの願いを絡めて、お前のことを生贄に選んだことになる」

　そこまでの話を聞いて、様々な疑問が解けた気がする。

　そもそも、建国祭に生贄を捧げる絶対的な理由はなかった。本来、皇室が関わる行事でそのような残虐なことが許されるわけがない。

　ヴァレリーを皇后に推す一派の意図と、教皇ケドリックの宗教的野心という二つの理由により、レティシアは密かにイネス祭祀場で抹殺される運命だったのだ。

　罪悪感を覚えて俯く彼に、レティシアは首を横に振った。

「そうだとしても、アレンが私を助けてくれたことに変わりはありません」

「レティシア……」

「生贄に選ばれたことについては、ずいぶんと神様を恨んだものです……でも、今はあなたに出会うきっかけを与えてくれた神と、そして教皇猊下が見た予知夢にも心から感謝しています」

　それを聞いて、アレンは苦笑いを漏らした。

「見た目よりずっと、お前は強いのだな。生贄になる直前も、果敢に神に陳情していたではないか」

「えっ……!?　もしかして、神殿にお越しになったことが……？」

「軍人時代の癖で、敵情視察は自分でやらないと済まないのだ。内通者に手引きさせて、お前が禊をしているところを見たことがある」

　それを聞いて、レティシアは頬を赤らめた。

　どれほど、あの聖なる場所で愚痴を漏らしていたことだろう。そして、それを聞き入れたのは、神という目に見えぬ存在ではなく、生身の人間であるアレンだったのだ。

　無実の娘が、妃候補の争いのために命を落とすかもしれない……それゆえ、建国祭の準備が始まる前から、アレンディスは何度か神殿を偵察したのだろう。

　そして、生贄の儀式を前に、絶望に満ちた表情を浮かべる金髪碧眼の乙女を見つけたのだ。

「あのとき、すぐに救い出そうと思えば、そうすることもできた。そうしなかったのはお前ときちんと話をしたかったからだ」

　あの場で憂い顔の娘の純潔を奪うのは、アレンにとってたやすいことだっただろう。誰しも、死ぬくらいなら誘惑してくる男の腕に縋るはずだ。

　ところが、皇宮のこの部屋で出会ったとき、アレンはレティシアが話を切り出すのを待ってくれた。彼女にとって選択肢がなかったとしても、強引な手段を使わなかっただけでも感謝すべきだった。

「覚えているか？　ここに来て、お前は俺に雇ってくれ……そう言ったことを」

「ええ」

　レティシアは、彼の言葉に頷いた。

「お前の望み通り、侍女として雇ってやるべきだった。しかし、間近で見るお前が愛らしすぎて、他の男にとられたくなかったのだ……咄嗟に愛人になれ、などと卑劣な取引を持ちかけてしまって反省している。だからこそ、あの時の契約はなしにして、俺との関係をもう一度、新しく始めてもらえないだろうか？」

　どういうことか、と首を傾げるレティシアの手を取り、彼は小箱の中の指輪をほっそりとした左の薬指に嵌めた。

「これは、皇帝の伴侶への婚約指輪として、皇室で代々使われてきたもの」

「えっ……!?」

「……俺と、正式に結婚してほしい」

　まっすぐに向けられたのは、真摯な眼差し。

　突然、ペルゴルド帝国の皇帝からプロポーズされて、レティシアの頭の中は真っ白になった。

　冗談かと思ったが、彼の表情は真剣そのものである。

「そんな……私なんかを皇后にするなんて、この宮廷の誰もが認めません。私の出自を皆さんご存じでしょうから……」

　そもそも、アレンには何人もの妃候補がいるはず。彼女たちは、レティシアよりもずっと美しく家柄がいい。教皇に加担したヴァレリーが候補から外れるとしても、知っているだけで五人は候補者がいたはずだ。

　一国を統べるには、有力な家門とのつながりが大事だから、準貴族の家系に生まれたレティシアでは、皇后になれるわけがないのに……。

「そう心配するな。実は、お前を養女に迎えたいという家門がある。その家の娘になれば、皇后になってもおかしくはない」

　宥めるように、アレンは微笑んだ。

　たしかに、過去にそういう事例はいくらでもある。

　家門の繁栄のため、美しい傍系の子女や婚外子を本家の養女として迎え、妃候補として入宮させる……それは、皇室とのつながりを持つことで利益を得たい貴族の常套手段だ。

　すでに皇帝の寵姫となっているレティシアならば、血縁がなくとも養女にしたいと望む貴族はいるかもしれない。

　しかし、それが最初から皇帝の意図するものだとしたら、例外中の例外である。

「……そんなことまで、考えてくださったのですか？　親に見捨てられ、何も持たない私のために」

「ああ。そんなことを考えるほどに、俺はお前を妃にしたかった」

　呆然とするレティシアに、アレンは苦笑するしかなかった。

「側近からは、何度も言われた。他の令嬢を皇后に迎えて、お前を愛人にしておくのが最善だと……しかし、愛してもいない女を娶るのは、この世で一番の不幸だ。お飾りの皇后になり、宮廷で笑われるとしたら、その相手だって迷惑に違いない」

「たしかに、それはそうですが……」

「側近たちの意見は突っぱねた。俺の決断に口出しするなら退位する覚悟だと。そうしたら、奴らも色々と知恵を絞ってくれるようになったよ……その結果が、養女の件というわけだ」

　レティシアに対する彼の気持ちはうれしいが、正直、その提案が本当にいいのかどうかはわからない。

　そこまでさせるほどの価値が、自分にあるのかまったく自信がないのだ。

（愛人でも畏れ多いのに、皇后……!?）

　困惑するレティシアの手を取りながら、アレンは彼女の前に跪いた。

「アレン……？」

「……レティシア・グレン。俺の愛を受け入れてくれないか？　一生をかけて、お前を守ろう。皇帝の地位をかけて誓おう」

　低く厳かな声が、寝室の中に響く。ペルゴルド帝国の君主とも思えない発言に、じわりと胸が熱くなった。

　レティシアが望む小さなしあわせと、アレンが与えようとしている大きなものの間には天と地ほどの隔たりがある。

　それでも、彼女を想って決断してくれたことは尊いものだった。これ以上、貴重なものを誰かから受け取ることは、きっと一生ないだろう。

　不安がなくなるわけではないが、彼の隣に立つ未来への緊張は少しだけ溶けたような気がする。

　そして、それを完全に失くすのは、これからのレティシアの努力にかかっている。決意がこもった眼差しで、レティシアはアレンを見つめた。

「私も同じです……アレンと、ずっといっしょにいたい気持ちは」

「レティシア！」

「皇后になるなんて、全然自信ないけど……それでも、みんなに認めてもらえるようにがんばります！　あなたのこと、愛しているから」

「よかった……」

　安堵したように呟くと、アレンはレティシアの華奢な肢体を抱き寄せた。

　そのぬくもりは、初めて出会ったときから変わらない。この世で最もすばらしいとされる神の恩寵よりも、肉親の愛よりも深くて優しいもの。

「……愛しているよ、レティシア。俺には、お前以上の存在はいない」

　うなじに感じる彼の唇と、ひどく甘い囁きに胸がときめく。

　こんな風に幸福な時間が、ずっと続けばいい……永遠にアレンの想いが、自分の上に留まっていてほしい。

　そんな気持ちを込めて、アレンの背に両手を回す。

　優しく唇を求められ、触れ合うだけのキスをすると、鎮まったはずの情熱の焔がレティシアの体を火照らせていく。

「アレン……」

　何度も抱き合ったはずなのに、まだ彼が欲しくてクラクラする。

　潤んだ瞳で見つめる彼女の視界が、唐突にぐらりと揺らいだ。

「お仕置きが必要だな……罪作りな目で誘ったのは、お前のほうだから」

　アレンは口角を上げて、レティシアに囁いた。

　そんな甘いお仕置きなら、いくらでも喜んで受けよう──愛する人の抱擁を受けるレティシアの左指に嵌められた指輪が、きらきらと瞬いた。







　アレンはレティシアの体を、寝台に横たわらせた。

　ゆっくりと屈んで彼女の足先から、余すところなく唇を落としていく。

　まるで壊れやすい硝子を扱うように、どこまでも丁寧に扱われて、レティシアの鼓動は早鐘のように打ち始める。

（本当に、私を愛してくれているのね……）

　彼の想いの深さは、それまでの人生でずたずたにされた自尊心を取り戻してくれた。

　ずっと知らなかっただけで、最初からアレンは心の底から彼女を大事にしてくれていたのだと思う。

　アレンの唇を肌に感じるたび、体の芯に火を灯されるよう。

　じわりとした感触が膝から太腿にかけて上っていくと、ガウンの裾がはだけて淡い金色の翳りがアレンの目に留まる。

　直接の刺激をしていないのにもかかわらず、薄紅色の花弁にはしっとりと朝露が滲んでいた。しかし、アレンはあえてそこに触れず、じっくりとレティシアの柔肌を味わっていく。

「……ん……っ……」

　太腿の内側を愛されて、レティシアはあえかな声を漏らした。彼女が感じるたびに、リネンの上で長い金髪が生き物のようにうねり、華奢な頤が上向く。

　そんな様子を、アレンはうっとりと見上げた。

「レティシア……愛しい、俺の妻」

　囁くような声が、レティシアの耳朶をくすぐった。

　そうするうちに、アレンは彼女が着ているガウンの腰紐を解く。絹の布地をするりとはだけさせると、燭台の炎に浮かび上がる露わになった白い肉体を見つめた。

　もちろん、生まれたままの姿を見られることに、慣れていないわけではない。しかし、神殿で禁欲的な日々を過ごしたせいか、今でも羞恥心のほうが勝ってしまう。

「そんなに、見ないでください……」

　視線を逸らし、レティシアはそう呟いた。

「なぜだ？　俺に抱かれるのがイヤなのか？」

　怒っているというよりは、少し悲しそうな口調だ。

　自分より八つ年上で、何でも完璧に見える彼が、レティシアの何気ない発言の裏にある気持ちを気にかけてくれている。

　それは、胸の中がくすぐったくなるような変な気分だった。

「違います……！　恥ずかしいだけです」

　慌てて否定するレティシアに、アレンは安堵の表情を浮かべた。

「そうか、安心した……何も恥じることはない。お前は、誰よりも美しいのだから」

　甘い言葉を囁きながら、彼は首筋から鎖骨、そして大きく隆起した膨らみのふもとの辺りまで口づけを落としていった。

　彼の吐息を感じるだけで、頂にある花びらは中心に輪郭を持って、薄紅の凝りになっていく。

「愛らしい果実だ。触れてもいないのに、こんなに硬くなって」

　彼女を覗き込む黒曜石の瞳に、情欲の色が混じる。

　さっき、浴室で愛し合ったばかりなのに、こんなにも求められている。それを感じるだけで、心臓を鷲掴みにされるほど、体の中心が甘く疼いた。

「……ん……、あぁ……」

　愛撫を待ち侘びていた二つの尖りを啄むように、交互に口に含む。

「……ああ……、んっ……」

　唇と指先を使って両方をいじられると、レティシアは甘い声を漏らした。

　舌先でぬるりと愛されるだけで、じんわりとした刺激が下肢にまで伝わった。

　それを予期したかのように、アレンの手は彼女の足の合間に差し入れられる。

「胸だけじゃ物足りないだろう。こっちも、いじってほしいのではないか？」

　探るように蠢く指先は、膨らみかけている花芯を捉えた。

「あ……、ぁ……！」

　緩く擦られ、軽く揺さぶられるだけで愉悦が込み上げて、レティシアは思わず悩ましい吐息を漏らした。

「お前が望むことを、すべてしてやろう。指でされるのが、好きだったな？」

「はい……」

　問われて、咄嗟に頷いた。

　羞恥にとざしていた目を開ければ、レティシアを見守る美しい顔がある。アレンの眼差しはいつになく優しく、彼女を包み込んでいた。

　レティシアの頬に唇を落とし、指先で入り組んだ花園の表面をそっと探ってくる。それは焦れったささえ感じるほど、淫靡で優しい愛撫だった。

　花が咲くように媚肉が色づき、さっき清めたばかりだというのに、新たな透明の蜜が満ちて花弁の合間から滴り落ちてくる。

「さっきよりも、熱くなっているぞ」

　それは、レティシアも自覚していた。

　アレンの丹念な愛撫により、レティシアの中にある淫らな空洞が、再び満たされることを望んでいる証拠だった。

　薄紅の花びらを掻き分け、物欲しそうに収縮する蜜口にぬるりとアレンの指先が入り込む。淫らな動きで、濡れそぼった膣肉を慣らしていく。

「ふ、ぁ……っ、ン……！」

　緩く抽送されながら、小さく花襞を抉るように掻き回される。

　指先が彼女の弱点を捉え、ぐちゅぐちゅと執拗になぶってきた。

「あぁ、待っ……て……、そこは……っ、やぁ……！」

　突然の絶頂感に襲われ、レティシアはほっそりした体を震わせる。

「ふぅ……あッ……、だめ……ぇ……ッ……！」

　寝台の上で背が跳ねて、花弁から蜜液がびゅくびゅくと噴き出した。

　これまでにない、恐ろしく淫らなうねりを胎内に感じる。

「そうか。指だけじゃあ、足らないみたいだな。こんなにすぐに達するなんて」

　達している最中にも、アレンは卑猥な肉襞をさらに攻めたてるように、指をぐちゅぐちゅと掻き回してきた。

「……はぁ……、んぁっ……！」

　柔らかな肉襞が、彼の指を求めるようにぴったりと吸いつく。

「もう、俺が欲しいみたいだ」

　改めて言われなくても、欲しいに決まっている。

　指や舌の刺激だけでも極めることはできるが、それでは心が満たされないのはわかっている。自分の内側にアレンの熱い肉塊を迎え入れることで、この身に感じる性的な渇望がようやく昇華されるということも。

「ん……っ」

　低い囁きに、じわりと肉体が疼いた。

　耳孔に舌を差し入れられ、ねっとりとなぶられる。その濡れた感覚と微かな吐息が、レティシアの欲望をさらに煽っていく。

「……ア、レン……」

　求めるように、彼の名を呼ぶ。

　どんなに恥ずかしくても、望みを言葉にしなかったら相手に伝わらない。焦らされ続けているのは、恥ずかしいことよりもずっとつらいとわかっているのに。

「正直に言え。望み通りにしてやるから」

　躊躇している彼女を、アレンはじりじりと花襞をいじりながら促してきた。

「来て……私の中に……」

　素直すぎる欲求を口にして、レティシアは顔を赤らめる。

「愛しいレティ……、俺は一生、お前のものだ」

　ガウンを脱ぎ捨てると、アレンは彼女の膝裏を抱え、熱く滾るものを柔らかな蜜園に押しつけてくる。

　粘膜同士が擦れる、生々しい感覚が伝わってきた。

「俺のすべてで、お前を満たしてやろう」

　熱っぽい囁きに、達したばかりの下肢が甘ったるく痺れてしまう。

「あぁ、ん……っ……」

　潤んだ女花に触れる滾りを感じ、待ちかねていたように、レティシアは嬌声を漏らした。

　ぬぷりと情欲の楔が埋め込まれ、すっかりとろけている蜜壺を犯していく。

「これが欲しかったのだろう？　乱れてみせろ……お前の卑猥な姿を、目に焼きつけたい」

「ん……っ、アレン……ッ！」

　脈打つ肉茎に突き上げられ、揺さぶられる。

　律動が激しくなると、レティシアの内側に疼くような痺れが走った。

「あぁ……、だめ……ッ……！」

　言葉とは裏腹に、レティシアも身を捩りながら腰を揺らし始めていた。

　太く長い肉杭が秘肉を押し広げ、子宮口まで突かれた瞬間、鮮やかな歓喜の奔流に飲み込まれる。

「ひぁ……、あッ……ン……！」

　蜜壁の激しい収縮で、アレンの屹立をぎゅっと締めつけてしまう。

　彼の欲望を搾り取ろうとするような、あまりに淫らな蠢きにアレンもぞくりと背筋を粟立たせた。

「……っ……」

　彼の微かな息遣いを首筋に感じるだけで、下肢がおののいた。漣のように連続した頂点が、レティシアのもとに訪れる。

「あッ……、だめ……ッ……！」

　悦楽にビクビクと震える肉体を、アレンは掻き抱く。

　あまりに感じすぎて、レティシアは宝石のような青い瞳から涙を零す。それに気づいたアレンが、彼女の涙を唇で優しく吸った。

「レティ、愛している……」

　返事をしようと開いた口は、アレンに塞がれた。

　心がつながり合った相手との口づけは、ただひたすらに心地よかった。

　啄むように与えられたキスが、少しずつ激しさを増していく。舌を絡め、口腔を舐る感触がレティシアをとろけさせる。

「……ん……っ……ふぅ、……ん……ッ」

　唇を塞いだままで、アレンは悦楽の余韻に震える膣肉を犯し始めた。

　切っ先を限界まで引き抜かれ、ぐちゅっと淫猥な音をたて最奥まで突き入れられる。

「あ、あっ……だめぇ……また、いっちゃう……！」

　緩急をつけた動きで攻め立てられ、潤んだ媚肉は歓びに震える。

「きゃうッ……！」

　レティシアから尖ったような声があがったのは、花芯をいじられた瞬間だった。

　いつもと違い、アレンの指先は小さな真珠を守っている薄い皮を剥き、優しく快楽の尖りを愛でてくる。その刺激は、脳髄をとろかすほどに甘く狂おしい。

「あ、あぁ……っ、だめ……！」

　おかしくなりそうな悦楽を与えてくる指戯に、レティシアは首を打ち振りながら喘ぐ。

　それも無理からぬ話だ。蜜壺の内側と花芯という二つの性感帯を、同時になぶられるのは過ぎた快楽なのだから。せり上がってくるエクスタシーの予兆に、火照った頬に涙が零れる。

　その涙を唇で吸いながら、アレンは彼女に囁いた。

「……ふふ、いい表情だな。お前の泣き顔を見ていいのは、この世で俺だけだ」

　ぬめる肉壺にある敏感な部分を亀頭で探られ、執拗に捏ね回される。

「お前を泣かせるヤツは、相手が誰だろうと俺が殺してやるから……」

「あぁ……ッ、ん……！」

　アレンの狂気じみた言葉に呼応するように、ズクンと子宮の底から痺れるような感覚がこみ上げてきた。

　執着じみた言葉も行動も、アレンのものだからうれしかった。自分を想ってくれる気持ちが、痛いほどに伝わるから。

「や……イく……、イっちゃう……！」

「もう限界か？　じゃあ、俺の子種をたっぷり注ぎ込んでやろう」

　欲情に濡れた声が、ひどく艶めかしく響いてくる。

「……あ……だめ……っ、これ以上は……っ」

　そう泣き喘ぎながら、細い四肢をアレンの逞しい肉体に絡みつかせた。

　首筋を舐められ、腰を打ちつけられながら、レティシアは泣き声をあげた。

　とめどなくせり上がってくる深い快楽の波──内側の敏感な場所を何度も擦り上げられると、あっけなく淫欲に堕ちる。

「……ひゃ、あ……！　あぁ……ッ……」

　喘ぎながら、レティシアは絶頂に達した。

　アレンの熱い飛沫を胎内に感じながら、彼の背にしがみつく。

　快楽が過ぎ去った後の体を抱き寄せられ、官能的な声音でアレンが囁いてくる。

「愛している、レティシア」

「アレン……私も」

　何度も繰り返される愛の言葉に、どちらからともなく唇を求め合った。

　激しい情欲の炎が鎮まっても、互いのぬくもりと肌の感触を求めるように手と手をつなぐ。

　心が通じ合った夜のしあわせな余韻を、まるで甘い蜜を貪るように二人は味わい続けていた。





　＊＊＊






　イネス祭祀場での事件から三日後、教皇ケドリックは名実ともに社会的に抹殺された。

　皇帝アレンディスが主張したように、レティシア・グレンの殺人未遂事件と皇室侮辱罪の両方で罪を問われ、教皇位とすべての財産を奪われたのちに国外追放されることが決まったのだ。

　教皇庁は枢機卿の中から次期教皇を選抜し、教皇の独裁体制を改めるとともに、祭祀における生贄の禁止を改めて遵守する旨をペルゴルド帝国側と約束した。

　レティシアの誘拐に手を貸したヴァレリー・コンテ嬢も、大きな代償を払うことになった。父であるコンテ侯爵は娘の不祥事から官職を奪われ、一介の領主に戻ることを求められた。

　ヴァレリー嬢はケドリックと共謀した罪により、領土の最北にあるコンテ家の離宮にて軟禁され、一生涯を華やかな社交界と無縁の人生を送ることになる。







エピローグ








　──まるで夢のような景色が目の前に広がっている。

　先ほど、宮殿の敷地内にある教会で婚礼の儀式を済ませた皇帝夫妻は、特別に一般謁見を行い、帝国民に皇宮内の広場と美しい庭園を開放することになった。

　あたかも祭りの日のような人混みと賑わいを、バルコニーに現れた皇后レティシアは感慨深い様子で見下ろす。繊細な白いレースを使った清楚な婚礼衣装を身にまとい、皇帝アレンディスの隣で、少しはにかんだような微笑みを浮かべた。

　その瞬間、そこにいる誰もが彼女の清らかな美しさに魅了され、二人の新たな門出を祝って、歓声をあげた。

「ペルゴルド帝国、万歳！」

「皇帝陛下万歳！　皇后陛下万歳！」

　多くの人々があげる声に、レティシアの心は喜びに揺さぶられた。

　──ここにいる誰もが、かつて彼女が不遇な境遇だったことを知っている。

　その後、レティシアは宰相であるラグリット公爵の養女となり、半年をかけて公務に必要な知識や、貴族の娘として知るべき教養を身につけた。

　皇帝の花嫁……しかも正妃の座に就くことには責任が伴う。だからこそ、いくつもの試練を乗り越え、惜しみなく努力を続けてきた。

　準貴族の家に生まれ、女官として労働した経験があるからこそ、自分よりも民のことを考えられる。その信念を辛抱強く伝えたら、頭が固い皇帝の側近たちも折れてくれた。

　今、後ろで見守ってくれている養父や、他の官僚たち、皇族や有力貴族たち……皆に他の妃候補を諦めさせ、自分の能力を認めさせるのは平坦な道ではなかった。

　しかし、大変だったからこそ、今彼女を見守る民や関係者たちの視線は優しく、レティシアの心に染み入るものがあった。

「ありがとう、みんな……！」

　そう呟くレティシアは、美しい目を潤ませながら手を振った。

　隣でそんな彼女を見つめるのは、無条件にレティシアを包み込み、心から愛してくれる存在──そして、彼女にとっても唯一無二の相手だ。

「アレン……ありがとう」

　皇帝に抱き寄せられながら、誰よりも彼の存在に感謝した。

　かつて神の生贄にされそうだった乙女は、不思議な縁で皇帝の花嫁になった。

　これも、神殿で十年間を過ごし、数え切れぬほどの祈りを捧げてきた神からの恩恵だったのだろうか。

　聖女の血筋を引くはずなのに異能が出現せず、生贄にされそうになる危機に陥ったのも、のちに伴侶となる相手との出会いのためだったのか──それは、今でも答えがでない疑問だった。

　唯一わかったことは、聖女としての異能はどう足掻いても使えないが、皇帝の心を掴む魅惑の魔法だけは持ち合わせているということ。

　そう……アレンディスだけを虜にできる力さえあればいい。これまでも、そして、これからもずっと。

「愛しているよ、レティシア……君こそ、俺だけの聖女だ」

　どこまでも澄み切った青い空の下、皇帝の甘い囁きと皆の祝福が、レティシアを優しく包み込んでいった。


ＥＮＤ









あとがき








　皆様、こんにちは。初めましての方は初めまして。江え原はら里り奈なと申します。

　今回、濃蜜ラブルージュさんで初めて書かせていただきました。

　しかも、新たに発足したファンタジーレーベルの一作品になるということで緊張しまくりです。読者の皆様に受け入れていただけるでしょうか？　今からドキドキです……！




　今回の作品は、ロマンスの王道と言える「イケメン権力者と命の危険に晒された乙女」の物語です。

　命を救ってくれたイケメンに恋をするのはごく自然の流れなので、レティシアに感情移入しつつ、ひたすらアレンをかっこよくすることに専念しました。

　二人の恋物語を、ひとりでも多くの方に楽しんでいただけたら幸いです。




　素敵な表紙を描いてくださった天あま路じゆうつづ先生に心から感謝いたします。ラフの時点から完成度が高く、素敵なアレンと可憐なレティシアを拝見できて光栄でした！

　最後になりましたが、お声掛けをいただいたうえ、きめ細かくアドバイスをくださった編集様、深くお礼申し上げます。

　そして、もちろんお手に取ってくださった皆様に、心からの感謝を！




　では、またどこかでお会いできますように。






江原　里奈










【著者紹介】

平凡な会社員生活を経て、２０１４年に執筆活動開始。ファンタジー系の作品を書く時間が今はとても楽しいです。







濃蜜ラブルージュＦ＋

元もと聖せい女じょ候こう補ほの生いけ贄にえは皇こう帝てい陛へい下かの深ふかい猛もう愛あいに溺おぼれ果はてて

～夜よるのおつとめが気き持もちよすぎて大たい変へんです！～
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また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して
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